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「全国和牛能力共進会」は、全国和牛登録協会が主催して、５年に１度、全国持ち回り
で開催される全国規模の和牛の品評会です。全国の和牛関係者にとってこの大会は、別名
「和牛のオリンピック」と言われ、和牛ブランド力向上につながる重要な大会となってい
ます。
本年度、「高校・農業大学校の部」において、栃木県立栃木農業高等学校が栃木県代表

に選ばれ全国大会（鹿児島大会）に出場しました。

表紙の写真

第 回全国和牛能力共進会（鹿児島大会）出場「栃木農業高校」
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令和２年３月に閣議決定された「食料・農業・農村基本計画」では、若い人に農業の
魅力を伝え、将来的に農業を職業として選択する人材を育成するため、農業高校・農業
大学校等の農業教育機関において、先進的な農業経営者等による出前授業、現場での実
習、農業生産工程管理（ＧＡＰ）に関する教育、企業や他の教育機関、研究機関等と連
携したスマート農業技術研修等、実践的・発展的な教育内容の充実やそのための施設・
設備等の整備を進める。また、地域農業のリーダーとして活躍し、経営感覚や国際感覚
を持つ農業経営者を育成するため、産業界や海外と連携した研修・教育や、農業大学校
等の専門職大学化などの農業教育機関の高度化を推進することとしています。
令和３年５月に決定された「みどりの食料システム戦略」では、労働安全性・労働生

産性の向上と生産者のすそ野の拡大として、農業大学校、農業高校等の学生・生徒や幅
広い世代の就農希望者等に対し、生産性向上、労働安全、環境に配慮した農林水産業な
どの教育を推進することとしています。
当拠点では、那須拓陽高等学校の課外活動（部活動）のクラブである「牛部」の生徒

との意見交換をきっかけに、平成 年度から農業高校等と連携して、就農意欲を喚起
する取り組みを開始し、県内の農業高校の取り組みを「百花繚乱」として毎年発行して
います。本誌のタイトルである「百花繚乱」の意味には「いろいろの花が咲きみだれる
こと」「すぐれた人物や業績などが一時に多くでること」と手元の使い古した辞書に書
かれています。このような思いを込め、実践的な学習により豊かな人間性と基礎的な知
識・技術を習得し、進路実現に果敢にチャレンジしている栃木県内の農業関係高校生等
の取り組みを本冊子で紹介しています。
本冊子が農業関係者をはじめ消費者や流通・加工業者、小売業者、教育関係者、また、

中学生など幅広い方々の目に触れ、農業関係高校の取り組みへの理解が深められ、更に
は、一人でも多くの若者が意欲を持って農業を学び新規就農の契機となれば幸いです。
最後に、本冊子の作成に当たり、多大な御協力を賜りました関係者の皆様方に、心よ

り感謝申し上げます。

令和５年３月
農林水産省 関東農政局栃木県拠点
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主な農畜産物の産出額の全国順位（令和３年）

全国
順位

農業
産出額 米 麦類 野菜 果実 花き 肉用牛 生乳 豚 鶏卵

いちご
構成比（全国）
構成比（栃木）

１位 北海道 新潟 北海道 北海道 栃木 青森 愛知 鹿児島 北海道 鹿児島 茨城
２位 鹿児島 北海道 栃木 茨城 福岡 長野 千葉 北海道 栃木 宮崎 鹿児島
３位 茨城 秋田 福岡 千葉 熊本 和歌山 静岡 宮崎 熊本 北海道 岡山
４位 宮崎 山形 佐賀 熊本 長崎 山梨 福岡 熊本 岩手 群馬 広島
５位 熊本 宮城 群馬 愛知 静岡 山形 茨城 岩手 千葉 千葉 栃木
６位 千葉 茨城 埼玉 群馬 愛知 愛媛 埼玉 長崎 群馬 茨城 千葉
７位 青森 福島 愛知 長野 茨城 熊本 長野 宮城 茨城 岩手 静岡
８位 愛知 千葉 熊本 青森 佐賀 福島 北海道 栃木 愛知 栃木 北海道
９位 栃木 岩手 岡山 埼玉 宮城 岡山 鹿児島 沖縄 岡山 熊本 青森
１０位 岩手 栃木 茨城 栃木 千葉 静岡 熊本 佐賀 宮城 愛知 愛知

位
栃木

位
栃木

農林水産省統計部「令和３年生産農業所得統計」より

栃 木 県 の 農 業 の 概 要

関東農政局「２０２２年度関東農業マップ」より
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さくら市
那珂川町

那須烏山市

那須町

那須塩原市

７

１

６

２

３
４

壬生町 ５

高根沢町

栃木県内の農業関係高校等の所在図・学科名（定員）

地図上の記号 所在地 学校名 令和５年度　【学部】学科名（定員）

① 宇都宮市 宇都宮白楊高校 農業経営科・生物工学科・食品科学科・農業工学科（各４０名）

② 鹿沼市 鹿沼南高校 食料生産科・環境緑地科（各４０名）

③ 小山市 小山北桜高校 食料環境科（４０名）

④ 栃木市 栃木農業高校 植物科学科・動物科学科・食品科学科・環境デザイン科（各４０名）

⑤ 真岡市 真岡北陵高校 生物生産科・農業機械科・食品科学科（各４０名）

⑥ 那須塩原市 那須拓陽高校 農業経営科・生物工学科・食品化学科（各４０名）

⑦ 矢板市 矢板高校 農業経営科（４０名）

◇ 那珂川町 馬頭高校 普通科（８０名）・水産科（２５名）

▲ 宇都宮市 栃木県農業大学校
【農業生産学部】農業総合学科（５５名）・畜産学科（１５名）
【農業経営学部】いちご学科（１０名）

■ 宇都宮市 宇都宮大学農学部
【生物資源科学科】（６３名）【応用生命化学科】（３２名）
【農業環境工学科】（３２名）【農業経済学科】（３６名）
【森林科学科】（３２名）
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１．高等学校数は、 校（公立 校、私立 校）です。
２．生徒数は、 人（男子 人（ ％）、女子 人（ ％））です。
３．学科別生徒数内訳
（１）普通科 人（ ％）
（２）工業科 人（ ％）
（３）商業科 人（ ％）
（４）総合学科 人（ ％）
（５）農業科 人（ ％）
（６）家庭科 人（ ％）
（７）福祉科 人（ ％）
（８）水産科 人（ ％）
（９）その他 人（ ％）
（ 合計 人（ ％）

４ 令和３年の農業産出額上位１０道県との比較は以下のとおりです。
（文部科学省「令和３年度学校基本調査、各道県公表の「令和３年度学校基本調査報告書」より）

全国の状況
（「令和４年度学校基本調査」（令和４年 月 日）文部科学省より）

１．高等学校数は、 校（国立 校、公立 校、私立 校）で、前年度より公立
高校が 校減少しました。
このうち、農業科のある学校は 校（全日制 校、定時制 校、全定併設８校）で、

前年度と同数となりました。
２．高等学校の生徒数は、 人（男子 人（ ％）、女子 人（
％））で、前年度より 人（男子 人、女子 人）減少しました。

３．学科別の生徒数は以下のとおりです。

〇令和４年度の生徒数 人は、
前年度より 人（男子 人・
女子 人）減少しました。

〇生徒数が最も多かったのは、平成
２（ ）年度で 人です。

栃 木 県 内 の 農 業 関 係 高 校 等 の 概 要
令和４年度学校基本統計「学校基本調査報告書（令和５年１月 栃木県）」より

道県名 産出額
億円

全高校生
（Ａ）

うち農業高校
生徒数（Ｂ）

割合
（Ｂ Ａ）

農業高校
（学校数）

北海道 人 人
鹿児島 人 人
茨城 人 人
宮崎 人 人
熊本 人 人
千葉 人 人
青森 人 人
愛知 人 人
栃木 人 人
岩手 人 人

学科 生徒数 割合 減少率 学科 生徒数 割合 減少率
普通科 看護科
工業科 水産科
商業科 福祉科
総合学科 情報科
農業科 その他
家庭科 合　計
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２．生徒数は、 人（男子 人（ ％）、女子 人（ ％））です。
３．学科別生徒数内訳
（１）普通科 人（ ％）
（２）工業科 人（ ％）
（３）商業科 人（ ％）
（４）総合学科 人（ ％）
（５）農業科 人（ ％）
（６）家庭科 人（ ％）
（７）福祉科 人（ ％）
（８）水産科 人（ ％）
（９）その他 人（ ％）
（ 合計 人（ ％）

４ 令和３年の農業産出額上位１０道県との比較は以下のとおりです。
（文部科学省「令和３年度学校基本調査、各道県公表の「令和３年度学校基本調査報告書」より）

全国の状況
（「令和４年度学校基本調査」（令和４年 月 日）文部科学省より）

１．高等学校数は、 校（国立 校、公立 校、私立 校）で、前年度より公立
高校が 校減少しました。
このうち、農業科のある学校は 校（全日制 校、定時制 校、全定併設８校）で、

前年度と同数となりました。
２．高等学校の生徒数は、 人（男子 人（ ％）、女子 人（
％））で、前年度より 人（男子 人、女子 人）減少しました。

３．学科別の生徒数は以下のとおりです。

〇令和４年度の生徒数 人は、
前年度より 人（男子 人・
女子 人）減少しました。

〇生徒数が最も多かったのは、平成
２（ ）年度で 人です。

栃 木 県 内 の 農 業 関 係 高 校 等 の 概 要
令和４年度学校基本統計「学校基本調査報告書（令和５年１月 栃木県）」より

道県名 産出額
億円

全高校生
（Ａ）

うち農業高校
生徒数（Ｂ）

割合
（Ｂ Ａ）

農業高校
（学校数）

北海道 人 人
鹿児島 人 人
茨城 人 人
宮崎 人 人
熊本 人 人
千葉 人 人
青森 人 人
愛知 人 人
栃木 人 人
岩手 人 人

学科 生徒数 割合 減少率 学科 生徒数 割合 減少率
普通科 看護科
工業科 水産科
商業科 福祉科
総合学科 情報科
農業科 その他
家庭科 合　計

５．栃木県における農業関係高校の区分と学科別学習内容
（１）農業関係高校の区分

① 総合選択制高校（職業系専門学科と普通科を併置）：鹿沼南高校
生徒は、関心や進路に応じて、２・３年生で普通系の科目を選択履修することも可能です。

② 総合産業高校：小山北桜高校
１年生は、全ての学科の基礎科目を学習し、産業全体について学びます。
２、３年生では、自分の学科以外の科目を一部選択して学習することができます。

③ 総合選択制専門高校：宇都宮白楊高校 真岡北陵高校 矢板高校
生徒は、関心や進路に応じて、２、３年生で自分の学科以外の科目を選択して学習する

ことができます。
④ 職業系専門高校：栃木農業高校

農業科の４学科より構成されており、各学科の中で、それぞれの専門分野を深く学習す
ることができます。

⑤ 普通科・職業系専門学科の併置校：那須拓陽高校
普通科と農業科、家庭科より構成されています。
専門学科の中では、専門分野を深く学習することができます。

（２）学科別学習内容
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学科名 学習内容

農業経営科（白楊／矢板／
　　　　　　　 那須拓陽）
食料生産科（鹿沼南）
生物生産科（真岡北陵）
植物科学科（栃木農業）

　新しい時代に対応した作物、草花、野菜、果樹、畜産など
に関する専門的な知識と技術を学びます。
※食料生産科には草花の学習、植物科学科には畜産の学習は
含まれません。

食料環境科（小山北桜）

　作物・野菜・果樹の栽培方法を学ぶ食料生産コースと、草
花の栽培方法や造園・ガーデニングを学ぶ環境創生コースに
分かれ、食料生産と環境づくりに関する知識と技術を学びま
す。

動物科学科（栃木農業）
　生産物を得るための動物を学ぶ生産動物コースと、人の生
活に貢献する社会動物を学ぶ社会動物コースに分かれ、動物
の飼育やその利用に関する知識と技術を学びます。

生物工学科（宇都宮白楊／
　　　　　　　那須拓陽）

　植物バイオテクノロジー・動物バイオテクノロジーや微生
物の利用及び養液栽培等の施設栽培などに関する知識と技術
を学びます。

農業工学科（宇都宮白楊）
　道路や橋などの土木構造物の設計や施工及び水や土の基本
的性質など環境保全に配慮した農業土木工事などに関する知
識と技術を学びます。

環境緑地科（鹿沼南）
　草花の栽培や装飾、造園やガーデニング、森林環境の保全
やキノコの栽培方法などに関する知識と技術を学びます。

環境デザイン科（栃木農業）
　地域の自然や産業を取り巻く環境を維持・改善するため
に、環境や農業土木に関する知識と技術を学びます。

食品化学科（那須拓陽）
食品科学科（白楊／栃農／
　　　　　　　真岡北陵）

　食品の特性と加工・貯蔵・流通に加え、食品の成分分析や
衛生検査の方法及び食品に関連する微生物の利用と培養など
に関する知識と技術を学びます。

農業機械科（真岡北陵）
　各種農業機械の取扱い方法を学ぶと共に、エンジンをはじ
め機械各部の構造と整備方法などに関する知識と技術を学び
ます。
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（３）各農業関係学校の詳細

① 栃木県立宇都宮白楊高等学校 〒３２１－０９５４
宇都宮市元今泉８丁目２番１号

ＨＰ：

➁ 栃木県立鹿沼南高等学校 〒３２２－０５２４
鹿沼市みなみ町８番７３号

ＨＰ：

➂ 栃木県立小山北桜高等学校 〒３２３－０８０２
小山市東山田４４８－２９

ＨＰ：

④ 栃木県立栃木農業高等学校 〒３２８－００５４
栃木市平井町９１１

ＨＰ：

⑤ 栃木県立真岡北陵高等学校 〒３２１－４４１５
真岡市下籠谷３９６

ＨＰ：

⑥ 栃木県立那須拓陽高等学校 〒３２９－２７１２
那須塩原市下永田４丁目３－５２

ＨＰ：

⑦ 栃木県立矢板高等学校 〒３２９－２１５５
矢板市片俣６１８－２

ＨＰ：

⑧ 栃木県立馬頭高等学校 〒３２４－０６１３
那須郡那珂川町馬頭１２９９－２

ＨＰ：

⑨ 栃木県農業大学校 〒３２１－３２３３
宇都宮市上籠谷町１１４５－１

ＨＰ：

⑩ 国立大学法人 宇都宮大学農学部 〒３２１－８５０５
宇都宮市峰町３５０

ＨＰ：

55
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（３）各農業関係学校の詳細

① 栃木県立宇都宮白楊高等学校 〒３２１－０９５４
宇都宮市元今泉８丁目２番１号

ＨＰ：

➁ 栃木県立鹿沼南高等学校 〒３２２－０５２４
鹿沼市みなみ町８番７３号

ＨＰ：

➂ 栃木県立小山北桜高等学校 〒３２３－０８０２
小山市東山田４４８－２９

ＨＰ：

④ 栃木県立栃木農業高等学校 〒３２８－００５４
栃木市平井町９１１

ＨＰ：

⑤ 栃木県立真岡北陵高等学校 〒３２１－４４１５
真岡市下籠谷３９６

ＨＰ：

⑥ 栃木県立那須拓陽高等学校 〒３２９－２７１２
那須塩原市下永田４丁目３－５２

ＨＰ：

⑦ 栃木県立矢板高等学校 〒３２９－２１５５
矢板市片俣６１８－２

ＨＰ：

⑧ 栃木県立馬頭高等学校 〒３２４－０６１３
那須郡那珂川町馬頭１２９９－２

ＨＰ：

⑨ 栃木県農業大学校 〒３２１－３２３３
宇都宮市上籠谷町１１４５－１

ＨＰ：

⑩ 国立大学法人 宇都宮大学農学部 〒３２１－８５０５
宇都宮市峰町３５０

ＨＰ：
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栃木県立宇都宮白楊高等学校

特徴的な活動 栽培・飼育、農業経営に関する知識と技術
により進路実現を目指す

農業学習や農村文化の保存活動を通して地域貢献できる生徒の育成を目指す

農業経営科では、生徒の主体性や創造性を育むため、地域の農家・行政・企業との連携やデュ
アルシステム制度を取り入れた課題研究に取り組み、専門教育の充実を図っています。
進学先は、国公立大学の農学部、私立大学等の４年制大学、農業大学校、専門学校などと多岐

に渡っています。また、就職先は、ＪＡや製造業、サービス業などです。

年（平成 年） 月 日、ＪＧＡＰ認証
をトマトで取得し、その後、ナシとブドウ、玄米、
ネギの５品目のＪＧＡＰ認証を取得し活動を継続
しています。
農産物の安全・安心を証明するＧＡＰ認証の取

得は、これからの新しい農業の流れであると同時
に、消費者からの信頼を維持するための必要条件
となってきていることから、多くの場面で活動を
紹介していきたいと思います。また、今年度は、
「いちご一会とちぎ国体」が開催され、その緑化
活動として数種類の草花の栽培を行ったり、宇都
宮市と連携した市内の緑化ボランティアに参加し、
ハンキングバスケットの設置やプランターへの花
苗の定植を行い、地域の方々との交流を深めてい
ます。また、今年度は３年ぶりにインターンシッ
プも実施できました。今後も、地域の活性化につ
ながる活動を継続して行きます。

毒物劇物取扱者、農業技術検定２級、危険物取扱者などの資格取得を目指し、専門教育の充
実を図っています。また、地元で生産されたユリやバラを活用した花育活動や、ロボットトラ
クタ、ラジコン草刈り機の実演による の学習、牛の （超音波診断装置を用いた卵子採取）
の実施による最新の繁殖技術の学習、酒米栽培を通した地域酒蔵との連携、地元の貴重な農産
物（エソシマモチや新里ねぎ）を後世に継承する活動、ドローンを活用した水田、牧草地への
薬剤散布、温室の環境制御システムの活用など 技術を授業に取り入れながら活動している。

88
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バイオテクノロジーを学ぼう！
栃木県立宇都宮白楊高等学校

○ 植物分野 ・・・鉢花の栽培、ラン類の組織培養
絶滅危惧種培養・栄養繁殖系植物の組織培養

○ 動物分野 ・・・マウス・ハムスター・ウサギ・イモリの飼養生態実験
○ 微生物分野・・・キノコの栽培、細菌類大腸菌などの培養・無菌操作

地域や関係機関との交流活動と新たな検定試験にも挑戦
・宇都宮市・さくら市の鬼怒川河川敷の絶滅危惧種の保全活動や
みやの環境創造提案事業参加や、特別支援学校２校との交流

・バイオ技術検定初級、農業技術検定、危険物取扱者試験乙種
毒劇物試験に加え新たに家庭動物飼育検定（小動物、爬虫類
両生類、海洋動物）に合格しています。

生物工学科では、植物バイオテクノロジー・動物バイオテクノロジーや微生物の利用など
について学習しています。
バイオテクノロジーは、私たちの生活の身近なところで役に立っている技術です。

学習内容

宇
都
宮
白
楊
高
校
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○ 微生物分野・・・キノコの栽培、細菌類大腸菌などの培養・無菌操作

地域や関係機関との交流活動と新たな検定試験にも挑戦
・宇都宮市・さくら市の鬼怒川河川敷の絶滅危惧種の保全活動や
みやの環境創造提案事業参加や、特別支援学校２校との交流

・バイオ技術検定初級、農業技術検定、危険物取扱者試験乙種
毒劇物試験に加え新たに家庭動物飼育検定（小動物、爬虫類
両生類、海洋動物）に合格しています。

生物工学科では、植物バイオテクノロジー・動物バイオテクノロジーや微生物の利用など
について学習しています。
バイオテクノロジーは、私たちの生活の身近なところで役に立っている技術です。

学習内容

宇
都
宮
白
楊
高
校

幅広い視点から「食品」を学ぶことができる！
食品科学科では、食品の製造、食品成分の働きや基礎実験、微生物の利用、流通に関して学び、
普段の食生活や食品業界でも活かせる知識と技術を学習しています。

栃木県立宇都宮白楊高等学校

新たなレモンの産地宇都宮から「宮れもん」を活用した商品開発！
～地域活性化と地産地消食育プロジェクト～

「食育の推進活動と交流教育」

食品科学科食品製造分会では、地域の特産物や規格外農産物を活用した商品開発を通し
た地域活性化を研究のテーマとして活動しています。昨年度から、空きハウスを活用して
生産された宇都宮市の新特産品「宮れもん」を利用したパン・菓子などの商品開発を通し
て、地域を盛り上げるとともに、食育活動を展開し地産地消の大切さを伝えています。ま
た、この活動のなかで ｓにも取組みサステナブルな社会実現へ貢献を目指しています。
この取り組みは、「第５回全国高校生農業アクション大賞」認定グループとして活動し、

令和４年度とちぎ地産地消夢大賞では優秀賞を受賞しました。

本校食品科学科は、「宮っこ食育応援団」に登録し、
近隣の小学校、特別支援学校、地域コミュニティなど
において、食育についての出前授業を行っています。
また、製造実習を通して、異校種、異年齢間の交流

を深めています。

「食のプロから直接指導！」
地域の飲食店 製菓店や専門学校、保健所等から講

師を招き、より専門的で高度な知識や技術を体験を通
して習得することができます！また、１年次からの実
践で進路の具体化もすることができます。
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栃木県立宇都宮白楊高等学校
文武両道の精神で資格取得と進路実現

植樹林整備活動で森林再生に取り組む！

地域との連携で人づくり！
農業工学科では、学校で学んだ知識や技術を基に、生

徒一人一人が地域での各種活動に積極的に参加していま
す。その中で主体的に活動することで、様々な経験をし、
幅広い年代の方々とのコミュニケーションを通して大き
く成長しています。
そして、「卒業後は地方公務員として、地域に貢献で

きる仕事がしたい。」と考える生徒が増え、毎年公務員
試験合格者を輩出しています。これからも、地域の担い
手やリーダーとなり得る人材の育成に向けて、地域の皆
様とともに諸活動に取り組んで行きたいと考えています。

目指せ！測量士補試験
全員合格！

学科の大きな目標として「測量士
補全員合格」を掲げ、日々学習に励
んでいます。結果、毎年多くの生徒
が試験に合格しています。
【年度別合格者数】
平成 年度 人
令和 元年度 人
令和 ２年度 人
令和 ３年度 人
令和 ４年度 人

農業工学科では、学科の約８割の生徒が運動部に所属し毎日練習に励んでいます。また、測
量士補をはじめ、２級土木施工管理技士、危険物取扱者、車両系建設機械やフォークリフトと
いった建設現場で即戦力となる資格やビジネス文書実務検定など、様々な資格取得にチャレン
ジし多くの合格者を出しています。
たくさんの生徒が文武両道の精神を持って学校生活を送り、宇都宮大学農学部、新潟大学農

学部、東京農業大学地域環境科学部などをはじめとする４年制大学や専門学校への進学、農林
水産省、宮内庁御料牧場、栃木県庁、宇都宮市役所、消防士、警察官等の公務員合格、ファ
ナック（株）、富士重工業（株）、（株）クボタ、日産自動車（株）、花王（株）など一般企
業への就職等、様々な希望進路を実現しています。

大学との協働による「田んぼダム」効果分析に取り組む！
宇都宮市においては、豪雨時に田んぼに水をためて、災害

を防止する「田んぼダム」の普及を広めるため、その導入効
果について調査・分析をすすめています。農業工学科の生徒
が、この取り組みに協力し、新潟大学、宇都宮大学の学識経
験者からのアドバイスを受けながら、測量機器を駆使して現
地測量を行いました。
田んぼダムの有効性を検証し、普及につなげることができ、

田んぼダムの内容や現地測量の目的を学識経験者から直接聞
くことができました。
この取り組みを通して、普段授業のなかで行っていること

を実践的な測量や農業の治水効果を学ぶ貴重な経験となり、
私たちの学習が、社会に役立てられることの喜びを実感でき
ました。

宇都宮市役所や宇都宮市森林組合、グリーントラスト
うつのみやの皆様に御協力をいただき、キャリア形成支
援事業の一環として、鶴田沼緑地において、樹林地の再
生についての学習と林業体験を実施し、生徒全員がチェ
ーンソーによる丸太切りを体験させていただきました。
樹木の伐倒と枝下や高所における特殊伐採の実演では、

森林組合の方の熟練された技術の凄さに参加者全員が圧
倒されました。今回の授業は、樹林地再生や林業の重要
性を理解する上で、大変貴重な機会となりました。
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栃木県立宇都宮白楊高等学校
文武両道の精神で資格取得と進路実現
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大学との協働による「田んぼダム」効果分析に取り組む！
宇都宮市においては、豪雨時に田んぼに水をためて、災害

を防止する「田んぼダム」の普及を広めるため、その導入効
果について調査・分析をすすめています。農業工学科の生徒
が、この取り組みに協力し、新潟大学、宇都宮大学の学識経
験者からのアドバイスを受けながら、測量機器を駆使して現
地測量を行いました。
田んぼダムの有効性を検証し、普及につなげることができ、

田んぼダムの内容や現地測量の目的を学識経験者から直接聞
くことができました。
この取り組みを通して、普段授業のなかで行っていること

を実践的な測量や農業の治水効果を学ぶ貴重な経験となり、
私たちの学習が、社会に役立てられることの喜びを実感でき
ました。

宇都宮市役所や宇都宮市森林組合、グリーントラスト
うつのみやの皆様に御協力をいただき、キャリア形成支
援事業の一環として、鶴田沼緑地において、樹林地の再
生についての学習と林業体験を実施し、生徒全員がチェ
ーンソーによる丸太切りを体験させていただきました。
樹木の伐倒と枝下や高所における特殊伐採の実演では、

森林組合の方の熟練された技術の凄さに参加者全員が圧
倒されました。今回の授業は、樹林地再生や林業の重要
性を理解する上で、大変貴重な機会となりました。
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「修学旅行で食物アレル
ギーをもっている友達の存
在がきっかけのひとつ」が
取り組みのきっかけとなり、
プロジェクトに取り組んで
います。

月 日、鹿沼南高校食料
生産科の生徒 名と かみつが
入組 年目の職員 名は、米粉
ドーナツ調理試作交流会を行
いました。
食品製造を専攻している生

徒たちは米粉ドーナツ商品開
発に携わることで、地域に根
ざした活動の理解醸成や多様
な組織との交流による地域活
性化につながることを目的と
しています。

～地域の輪を広げるドーナツの製造～

栃木県立鹿沼南高等学校

東東武武鉄鉄道道とと地地元元ボボラランンテティィアアのの方方ととのの稲稲刈刈りり実実習習

特徴的な
活 動

食料生産科では、私たちが生きていくために欠かせない「食」について学ぶことができます。農産物の
栽培（作物・野菜・果樹）、家畜の飼育（牛）、食品の製造が学習の柱です。
また、地域に根ざした活動を積極的に展開し、鹿沼の特産品の開発や鹿沼和牛の飼育などに取り組んで

います。

作物を専攻している
生徒たちは課題研究の
授業の一環で、水田で
のドローンの活用を研
究しています。稲作の
技術を活かして東武鉄
道と地元ボランティア
の「明日を考える会」
の方々と一緒に稲刈り
を行いました。
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栃木県立鹿沼南高等学校

サツキ栽培 ～海外輸出にむけて～
鹿沼市は、サツキツツジの日本有数の生産地として、全

国にその名を知られています。現在、世界的な盆栽ブーム
に相まって、サツキに海外からの熱いまなざしが注がれ、
サツキの輸出が増加しています。一方で、盆栽用苗木の生
産農家は減少し、将来的には苗木の供給不足が懸念されて
います。
本校は、このような状況を踏まえ、日本の高校として初

めてサツキの生産から輸出に挑戦し、サツキ盆栽の輸出許
可を取得しました。また、帝京大学、理化学研究所の御協
力の下、重イオンビームによる新品種育種を行っています。

本校には、県内唯一の林業コースがあり、森林科学や林産物
利用など林業関係の科目の学習を通して、森林・山林の管理や
木材利用、キノコの栽培方法などを幅広く学んでいます。
将来性の高い若者の林業就業促進を図るため、各関係機関と

連携し、林業従事者として必要な知識と技術を体験的に学習し
ます。

外部機関との連携によるスマート林業の取組

地域の自然環境を保全するための方法や緑地・森林などの環境問題等について学習します。具体
的な学習内容として、私たちの生活をより快適にするために、草花や造園、林業関係の学習を通し
て、園芸装飾やガーデニング、樹木の伐採・管理方法やキノコ栽培方法など、幅広く知識・技術に
ついて学習します。また、地域の問題や課題解決に向け、環境学習や地域交流、ボランティア活動
に取り組むとともに、伐木特別教育や造園技能士 級など資格取得を目指し、地域に根差した人材の
育成を目指しています。

緑地環境・森林環境の保全や利用を学習し、関連産業や地域に根ざした人材育成を目指します

1133
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栃木県立鹿沼南高等学校

サツキ栽培 ～海外輸出にむけて～
鹿沼市は、サツキツツジの日本有数の生産地として、全

国にその名を知られています。現在、世界的な盆栽ブーム
に相まって、サツキに海外からの熱いまなざしが注がれ、
サツキの輸出が増加しています。一方で、盆栽用苗木の生
産農家は減少し、将来的には苗木の供給不足が懸念されて
います。
本校は、このような状況を踏まえ、日本の高校として初

めてサツキの生産から輸出に挑戦し、サツキ盆栽の輸出許
可を取得しました。また、帝京大学、理化学研究所の御協
力の下、重イオンビームによる新品種育種を行っています。

本校には、県内唯一の林業コースがあり、森林科学や林産物
利用など林業関係の科目の学習を通して、森林・山林の管理や
木材利用、キノコの栽培方法などを幅広く学んでいます。
将来性の高い若者の林業就業促進を図るため、各関係機関と

連携し、林業従事者として必要な知識と技術を体験的に学習し
ます。

外部機関との連携によるスマート林業の取組

地域の自然環境を保全するための方法や緑地・森林などの環境問題等について学習します。具体
的な学習内容として、私たちの生活をより快適にするために、草花や造園、林業関係の学習を通し
て、園芸装飾やガーデニング、樹木の伐採・管理方法やキノコ栽培方法など、幅広く知識・技術に
ついて学習します。また、地域の問題や課題解決に向け、環境学習や地域交流、ボランティア活動
に取り組むとともに、伐木特別教育や造園技能士 級など資格取得を目指し、地域に根差した人材の
育成を目指しています。

緑地環境・森林環境の保全や利用を学習し、関連産業や地域に根ざした人材育成を目指します
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～食料生産や環境創生の分野で活躍できるスペシャリストを育てます～

栃木県立小山北桜高等学校

食料の生産や環境の創生に関する基礎的・基本的な知識と技能を習得させ、農業の経営や造
園等の環境関連産業に従事できる実践的な能力と態度を育成する。

学科の目標

育てたい生徒像
・生命の大切さと自然の尊さを理解できる生徒。
・産業人としてのマナーを身につけ、組織の中で役割を自覚し周囲から信頼される生徒。
・正しい勤労観・職業観を身につけ、社会に貢献できる生徒。
・農業や食品、環境などの関連産業の仕事に真摯な姿勢と責任感を持って従事できる生徒。

学科の特色ある教育活動

地域の環境保全に
関するボランティア活動
渡良瀬遊水地に生育する外来植物の除

去や絶滅危惧種保護活動に取り組んでい
ます。また、足尾に緑を育てるための植
樹活動、小山市内の河川堤防に植樹する
市花「思川桜」の繁殖と育成活動、地域
の緑環境向上を目指した諸活動にも取り
組んでいます。

２０２２年４月（令和４年度）新学科３年目を迎えました。

校外、地域での学習活動

食料環境科では、日頃の学習だけでなく校外・地域での実習や実体験を通した学習として、
次のようなボランティア活動や地域貢献活動へ積極的に取り組んでいます。

小山市青少年クラブ協議会
クラブ との交流

地域の若手農業従事者との意
見交換会をはじめとする様々な
交流を通して、地域農業への理
解を深めています。

在来水稲品種の復活と
水稲農家所得向上を目指した取り組み
かつて栃木県で育種・栽培されていた

「栃木愛国３号」を酒米として復活させ、
地域水稲農家の所得向上を目指すプロジェ
クトに下都賀農振事務所、栃農高とともに
取り組んでいます。

渡良瀬遊水地
外来植物除去ボランティア

愛国３号 種もみ栽培

小山市 クラブとの交流
（餅つき）
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栃木県立栃木農業高等学校
植物科学科は、農業を通して、栽培や流通、利用についての知識や技術を習得し、これらを実

践する技術者や関連産業従事者を育成することを目的としています。
主な専門科目は、農業と環境・作物・果樹・野菜・草花・農業経営・食品製造・栽培環境・農

業情報処理・植物バイオテクノロジー・グリーンライフ・総合実習・課題研究です。

植物の栽培方法や流通、利用についての学習
４つの分野の栽培を通して、植物に関する専門的な知識と技術を

学習します。

作物 果樹 野菜 草花

新しい農業技術を使用した「スマート農業」についての学習
農業の先進機械や先端技術、ＩｏＴやＩＣＴを活用した農業にも触れながら学習します。

ドローンによる
薬剤散布

水位・水温センサー
による圃場管理

タブレット端末を活用
した施設内環境の把握

室内カメラによる
栽培環境の確認

農業生産工程管理（ ）や花き産業総合認証（ ）等についての学習
農業生産物を通して、生産品の安全、環境保全、労働安全等の持続可能性を確保するため

の生産工程管理について学習を進めます。

上級生・下級生が協力して、栽培管理を実施（朝・放課後）

イチゴの高設水耕栽培でＪＧＡＰ認証を取得
今年度も継続しています

日本の農業高校では初めてＭＰＳ環境認証を取得
今年度も継続しています

特徴的な
学習内容
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栃木県立栃木農業高等学校
植物科学科は、農業を通して、栽培や流通、利用についての知識や技術を習得し、これらを実

践する技術者や関連産業従事者を育成することを目的としています。
主な専門科目は、農業と環境・作物・果樹・野菜・草花・農業経営・食品製造・栽培環境・農

業情報処理・植物バイオテクノロジー・グリーンライフ・総合実習・課題研究です。

植物の栽培方法や流通、利用についての学習
４つの分野の栽培を通して、植物に関する専門的な知識と技術を

学習します。

作物 果樹 野菜 草花

新しい農業技術を使用した「スマート農業」についての学習
農業の先進機械や先端技術、ＩｏＴやＩＣＴを活用した農業にも触れながら学習します。

ドローンによる
薬剤散布

水位・水温センサー
による圃場管理

タブレット端末を活用
した施設内環境の把握

室内カメラによる
栽培環境の確認

農業生産工程管理（ ）や花き産業総合認証（ ）等についての学習
農業生産物を通して、生産品の安全、環境保全、労働安全等の持続可能性を確保するため

の生産工程管理について学習を進めます。

上級生・下級生が協力して、栽培管理を実施（朝・放課後）

イチゴの高設水耕栽培でＪＧＡＰ認証を取得
今年度も継続しています

日本の農業高校では初めてＭＰＳ環境認証を取得
今年度も継続しています

特徴的な
学習内容
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＜特色ある取り組み（令和４年度）＞
豚 ヤギ 犬 モルモット ハリネズミ

他にも牛、ウサギ、デグー、ハムスターがいます。

・栃木県内唯一の動物学科で、動物に関わる授業が多い

・２年次よりコース制
＜生物動物コース＞ 牛や豚を中心とした経済動物の学習
＜社会動物コース＞ 犬や小動物を中心とした愛玩動物の学習

学校給食に牛肉を提供（栃農給食ＤＡＹ）
肉質等級 ５ランクのお肉を栃木市内 人の児童生徒が食べました。

動物を活用した交流
地元の小学生と動物ふれあい交流、本校ドックランにてドックショーを開催しました。

＜飼育している動物＞

全国和牛能力共進会鹿児島大会 牛におけるＩＣＴ機器の活用
栃木県代表として出場しました。 牛の行動センサーを導入しました。

栃木県立栃木農業高等学校

「畜産」「総合実習」「動物管理基礎」「動物衛生管理」など

栃農産食材使用率 ％の給食

1166
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栃木県立栃木農業高等学校
食品科学科は、食品の製造や流通、発酵などを理解し、社会に安心・安全で有益な食

品を提供できる技術者や関連産業従事者を育成することを目的としています。
食品製造・食品化学・食品微生物・総合実習などの専門科目を学びます。 年次から

は、発酵食品流通コース・食品製造コースに分かれ、食品衛生・食品栄養・食品生産等
の授業を通して、専門性を高めた学習を進め、多角的に食品を学んでいきます。

＜学習内容＞
「食品化学分野」
食品の成分や栄養に関する実験を通して特徴を学び、食品の性質を学びます。

「食品製造分野」
様々な原材料の加工原理や方法をはじめ、消費までの管理について製造実習を通して学びます。

「微生物分野」
食品に関連する微生物の性質や、発酵・腐敗との関連について実験を通して学びます。

「食育・地域連携活動」
栽培・収穫過程の学習を通して食への感謝を育み、次世代へ食の大切さを伝えます。
また、加工技術を生かして地域農産物を使った商品開発にも取り組んでいます。

1177
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栃木県立栃木農業高等学校
食品科学科は、食品の製造や流通、発酵などを理解し、社会に安心・安全で有益な食

品を提供できる技術者や関連産業従事者を育成することを目的としています。
食品製造・食品化学・食品微生物・総合実習などの専門科目を学びます。 年次から

は、発酵食品流通コース・食品製造コースに分かれ、食品衛生・食品栄養・食品生産等
の授業を通して、専門性を高めた学習を進め、多角的に食品を学んでいきます。

＜学習内容＞
「食品化学分野」
食品の成分や栄養に関する実験を通して特徴を学び、食品の性質を学びます。

「食品製造分野」
様々な原材料の加工原理や方法をはじめ、消費までの管理について製造実習を通して学びます。

「微生物分野」
食品に関連する微生物の性質や、発酵・腐敗との関連について実験を通して学びます。

「食育・地域連携活動」
栽培・収穫過程の学習を通して食への感謝を育み、次世代へ食の大切さを伝えます。
また、加工技術を生かして地域農産物を使った商品開発にも取り組んでいます。
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栃木県立栃木農業高等学校

ＳＤＧｓ達成のために高校生にもできること ～市民協働活動～

環境デザイン科は、地域を便利・豊かにする土木や造園の知識・技術を習得し、自然環境を守り、
育むための方法を学ぶことで持続可能な社会を担う技術者や関連産業従事者を育成します。
主な専門科目は「測量」「総合実習」「課題研究」「地域デザイン」「農業土木施工」「造園技
術」等です。 年生からは次の コース制です。

＜グランドデザインコース＞土木技術を中心とした多くの人の生活を安全・便利にする学習をします。
＜グリーンデザインコース＞造園やガーデニングを中心とした身近な空間を快適にする学習をします。

「誰でも・どこでも」できる技術を使い、市民協働活動によって太平山の自然歩道の修復などを
行ってきました。高校生が主体となって行政機関やＮＰＯ法人とも連携して行う地域インフラ整
備は、現代の道普請（みちぶしん）としても注目されています。その経験を活かしビオトープづ
くりで、市民協働の場や栃木市の持続可能な開発のための教育の場として整備しています。

自然歩道整備 と自然環境ワークショップ ビオトープ作り

地域で学び、地域に還元する ～ 地域デザイン演習 ～

１年生では学校周辺の環境学習、２年生からはコースで学んだ専門技術を活かして、地域での
ものづくり・コトづくりなどを提案・実践します。花壇・庭園のデザインを３ＤーＣＡＤ（３次
元モデルなど立体的な設計を を使って行う）で設計、ドローンで測量・調査した場所で土木
工事も行います。

ドローン操作 自然環境インタープリテーション 水準測量 ３Ｄ－ＣＡＤ設計

③

多様な
フィールドワーク

ガーデニング
コンテスト出品 栃木市文学館

庭園リニューアル
校内植物を利用した
リース・苔玉製作

生物調査

多様な学び方

1188
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生物生産科では、作物、野菜、果樹、草花、畜産の５部門の内容を中心に、栽培や飼育、農業経営に関
する知識や技術を学習し、農業のスペシャリストになることを目指しています。

1199

栃木県立真岡北陵高等学校

認証 継続

５年間、ＧＬＯＢＡＬＧ．Ａ．Ｐ．認証
を受ける取り組みを継続しています。

各部門での
学習内容

作物 果樹

草花

家畜審査競技会

野菜

交流学習・各種コンテスト

フラワー装飾競技地元小学校との農業交流

畜産
真
岡
北
陵
高
校
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生物生産科では、作物、野菜、果樹、草花、畜産の５部門の内容を中心に、栽培や飼育、農業経営に関
する知識や技術を学習し、農業のスペシャリストになることを目指しています。

1199

栃木県立真岡北陵高等学校

認証 継続

５年間、ＧＬＯＢＡＬＧ．Ａ．Ｐ．認証
を受ける取り組みを継続しています。

各部門での
学習内容

作物 果樹

草花

家畜審査競技会

野菜

交流学習・各種コンテスト

フラワー装飾競技地元小学校との農業交流

畜産
真
岡
北
陵
高
校

農業機械科は、農業に関する分野と工業に関する分野の両方を学ぶことができ、農業をはじめとする地域
産業を支える人材の育成を目指す、県内唯一の学科です。農業機械（トラクタ・コンバイン・田植機等）の
整備・運転操作・機械加工といった農業現場で実用できる学習が行えます。

真岡北陵から地域産業を支える人材を！

2200

栃木県立真岡北陵高等学校

作物の栽培や農業機械の
構造など基本的な学習

１年次学びのポイント
エンジンの分解組立・運転
操作などの専門的な学習へ

２年次学びのポイント
今までの学習を生かした
体験的な学習へ

３年次学びのポイント

ものづくりのノウハウを！
機械加工や金属加工、機械製図
など、様々な技術を身に付け、
ものづくりのノウハウを習得し
ます。

スペシャリストの育成！
農業機械の点検・整備・操作
方法などの技術を身に付け、
農業機械のスペシャリストを
育成します。

即戦力となる人材育成！
社会で即戦力として活躍でき
るよう、様々な資格取得にも
積極的に取り組んでいます。

社会人を見据えた指導を！
挨拶・身だしなみ・時間厳守な
ど、規範意識を身に付けさせ、
さらに５Ｓ運動の実施。

個に応じたキャリア教育！
インターンシップやキャリア
形成育成事業、出前授業を通
して、進路選択の材料となる
進路行事の実施。

ジャガイモ定植 管理機操作 ﾄﾗｸﾀ運転操作 ｴﾝｼﾞﾝ分解組立

機械加工 旋盤

による製図

トラクタの
点検と整備

トラクタのオイル交換

小型車両系
建設機械

フォークリフト

〇危険物取扱者
（乙種・丙種）

〇日本農業技術検定
〇アーク・ガス溶接
〇床上操作式クレーン
〇玉掛け など

ダイコン収穫 刈払機操作

作品製作 ロータリー操作

アーク溶接 ガス溶接 けん引操作 ドローン操作

キャリア形成インターンシップ

出前授業

真
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食品科学科では、食品の生産から加工・流通までトータルで学びます。また、貯蔵・品質管
理及び食品衛生に関する知識と技術を身に付けることで、食品関連産業への就職や上級学校へ
の進学を目指します。
微生物実験や食品化学の実験の他、北陵祭（学校祭）での加工品販売にも力を入れています。

2211

栃木県立真岡北陵高等学校

特特徴徴的的なな活活動動

各各種種研研修修（（令令和和４４年年度度実実施施ののもものの））

上級学校・食品関連企業の見学

専門学校講師の方による調理技術指導

地域連携活動

各種コンテストへの参加 とちぎ地産夢大賞 年連続表彰
令和２・３年度「優秀賞」
令和４年度 「奨励賞」

専門学校での実験体験 四年制大学見学 味噌工場見学

食食品品科科学学科科

食品科学科とカゴメ株式会社との共同研究

真
岡
北
陵
高
校
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食品科学科では、食品の生産から加工・流通までトータルで学びます。また、貯蔵・品質管
理及び食品衛生に関する知識と技術を身に付けることで、食品関連産業への就職や上級学校へ
の進学を目指します。
微生物実験や食品化学の実験の他、北陵祭（学校祭）での加工品販売にも力を入れています。

2211

栃木県立真岡北陵高等学校

特特徴徴的的なな活活動動

各各種種研研修修（（令令和和４４年年度度実実施施ののもものの））

上級学校・食品関連企業の見学

専門学校講師の方による調理技術指導

地域連携活動

各種コンテストへの参加 とちぎ地産夢大賞 年連続表彰
令和２・３年度「優秀賞」
令和４年度 「奨励賞」

専門学校での実験体験 四年制大学見学 味噌工場見学

食食品品科科学学科科

食品科学科とカゴメ株式会社との共同研究

真
岡
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陵
高
校
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栃木県立那須拓陽高等学校

・那須拓陽 ミルクプロジェクト
・ウシ鳴声プロジェクト

ビオトープ「オシャラクブナ（ミヤコタナゴ）の里」創造計画
環境悪化の要因とされてきた農業における生物多様性の保全のあり方を探究しています。

「オシャラクブナ（ミヤコタナゴの方言）の里創造計画」は、絶滅に瀕するミヤコタナゴの野生復
帰を目指す活動で、ミヤコタナゴが産卵する二枚貝の繁殖にも取り組んでいます。将来は、那須地
区全体でミヤコタナゴを復活させ、持続可能な地域を作りたいと考えています。

特徴的な活動

農業経営科では、乳牛と和牛を一環経営する畜産と水稲栽培を中心とした作物を学ぶことがで
きます。また、施設野菜のトマト、果樹栽培ではナシやリンゴを学び、農業に関する知識や技術
を習得することができます。
特徴として、農場を２か所所有しています。酪農と和牛飼育を学べる「乃木農場」と、ビオ

トープなど環境学習にも力を入れている「大山農場」があります。

牛乳に最も多く含まれるタンパク質に、カゼインがあります。その中でも、β‐カゼイン（ベータ
カゼイン）に着目した取り組みを実施しています。β‐カゼインのＡ２型と言われるものは、消化さ
れやすいとされ「お腹がゴロゴロなりにくい」という報告があります。本校では、牛のゲノム検査
や、Ａ２型の生乳中の成分検査を実施し、大学や研究機関と協力し新たな牛乳の選択肢となるモデ
ルを研究しています。また、今年度からウシの鳴声に関するプロジェクトを立ち上げました。ウシ
同士のコミュニケーションから、ヒトとのコミュニケーションが図れないか分析を行っています。

2222
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生物工学科では、野菜・果樹・草花などの生産分野や植物バイオテクノロジー及び園芸分野に関する知
識と技術を習得し、農業及び関連産業の各分野で輝ける産業人となるべく勉強しています。
生き物が好きな人、実験・観察が好きな人、自分が育った地域が好きな人、自分のいろいろな可能性に

挑戦したい人、そんな人は生物工学科で一緒に学びましょう！

栃木県立那須拓陽高等学校

農業と環境
ネギ・トウモロコ
シ・ジャガイモ・ハ
クサイ・ダイコンな
どの栽培をとおして、
植物の生理・生態、
生態系のバイオマス
循環など、農業と環
境とのかかわりを学
びます。

野 菜
トマト、キュウリ等の
施設栽培を中心に、露
地栽培ではブロッコ
リーの栽培にも取り組
んでいます。野菜栽培
の基本的な知識と技術
について学びます！

草 花
シクラメンやパンジ
ーなどの鉢花や花壇
用の花を年間を通じ
て生産しています。
地域の方々から喜ば
れる草花を生産から
販売まで学ぶことが
できます！

おもな学習活動
○植物組織培養実験
○野菜・果樹・草花の生産から販売まで
○初級バイオ技術者検定など資格取得
○学科関連先進地への産業現場見学研修の実施
○プロジェクト活動発表会
○ＡＩ農業やドローンなど先進農業教育
〇農産物即売会や校外イベントでの販売
○外部講師による出前授業（オンライン含む）
○関連産業への就業体験（ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ・ﾃﾞｭｱﾙｼｽﾃﾑ）
○グローバルＧ Ａ Ｐ 認証実践教育
○林業就業講習会
〇 理論による有機栽培の実践

植物バイオテクノロジー

果 樹
国際的な認証である
グローバルＧ Ａ Ｐ を
ナシで取得し、生産に
役立てています。
梅、リンゴ、ナシなど
の栽培管理や収穫後の
調整、販売についても
学びます。

在来大豆の有機栽培と品種保全に関する研究を、近隣の工業高校・特別支援学校と共に取り組
んでいます。大規模な慣行栽培では限られた品種の栽培になりがちな中、多様な遺伝資源や伝
統的な食文化などについて学びます。

大豆プロジェクト活動（中谷医工計測技術振興財団 科学教育振興）

新品種リンドウの培
養苗の順化を行いま
した。サツマイモの
培養苗栽培を行いま
した。また、多肉植
物の葉片培養に挑戦
しました。実用に向
けて研究中です。

2233
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生物工学科では、野菜・果樹・草花などの生産分野や植物バイオテクノロジー及び園芸分野に関する知
識と技術を習得し、農業及び関連産業の各分野で輝ける産業人となるべく勉強しています。
生き物が好きな人、実験・観察が好きな人、自分が育った地域が好きな人、自分のいろいろな可能性に

挑戦したい人、そんな人は生物工学科で一緒に学びましょう！

栃木県立那須拓陽高等学校

農業と環境
ネギ・トウモロコ
シ・ジャガイモ・ハ
クサイ・ダイコンな
どの栽培をとおして、
植物の生理・生態、
生態系のバイオマス
循環など、農業と環
境とのかかわりを学
びます。

野 菜
トマト、キュウリ等の
施設栽培を中心に、露
地栽培ではブロッコ
リーの栽培にも取り組
んでいます。野菜栽培
の基本的な知識と技術
について学びます！

草 花
シクラメンやパンジ
ーなどの鉢花や花壇
用の花を年間を通じ
て生産しています。
地域の方々から喜ば
れる草花を生産から
販売まで学ぶことが
できます！

おもな学習活動
○植物組織培養実験
○野菜・果樹・草花の生産から販売まで
○初級バイオ技術者検定など資格取得
○学科関連先進地への産業現場見学研修の実施
○プロジェクト活動発表会
○ＡＩ農業やドローンなど先進農業教育
〇農産物即売会や校外イベントでの販売
○外部講師による出前授業（オンライン含む）
○関連産業への就業体験（ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ・ﾃﾞｭｱﾙｼｽﾃﾑ）
○グローバルＧ Ａ Ｐ 認証実践教育
○林業就業講習会
〇 理論による有機栽培の実践

植物バイオテクノロジー

果 樹
国際的な認証である
グローバルＧ Ａ Ｐ を
ナシで取得し、生産に
役立てています。
梅、リンゴ、ナシなど
の栽培管理や収穫後の
調整、販売についても
学びます。

在来大豆の有機栽培と品種保全に関する研究を、近隣の工業高校・特別支援学校と共に取り組
んでいます。大規模な慣行栽培では限られた品種の栽培になりがちな中、多様な遺伝資源や伝
統的な食文化などについて学びます。

大豆プロジェクト活動（中谷医工計測技術振興財団 科学教育振興）

新品種リンドウの培
養苗の順化を行いま
した。サツマイモの
培養苗栽培を行いま
した。また、多肉植
物の葉片培養に挑戦
しました。実用に向
けて研究中です。

2233

那
須
拓
陽
高
校

特徴的な活動 製造・実験実習
農産物加工品・畜産物加工品・発酵食品な

ど、年間を通して様々な加工を行います。
基礎的な実験から食品の分析や微生物に関

する実験を行います。

栃木県立那須拓陽高等学校

パウンドケーキの製造

牛乳の製造

食品化学科は、「食品製造」「食品化学」「食品微生物」「食品流通」の中心となる専
門科目、製造や実験実習が中心の「総合実習」、自分たちでテーマを決めて取り組む「課
題研究」などの授業があります。加工品は、校内や校外のイベントで販売しています。
食品化学同好会では、「拓陽キスミル」の製造・販売や普及活動、地域企業と共同した

クラフトコーラの開発を行っています。

特別授業・活動
〇外部講師による菓子パン・スイーツ
作りの講習会

試料の調整

みその実習

ベーコンの製造

菌の培養

〇食の安全講習会
（食中毒、食品表示、
食品添加物につい
て）

〇本校農場での農産
物即売会（みそ・パ
ウンドケーキ・キス
ミルなど販売）

○私たちは、本校農業経営科で飼育するホ
ルスタインの生乳を使い、「森林の牧場」
のご指導により乳酸菌飲料「拓陽キスミ
ル」を開発・製造しています。那須塩原市
内の小中学校の給食での利用や地元スー
パー・道の駅などでの販売
とその利用・普及に取り組
んでいます。

食品化学同好会の活動

←給食用
新パッケージ

販売用→
０ ・

ボトル

○キスミルを使った商品開発も行っています。

〇地域企業とも共同し、クラフトコーラの開
発に取り組んでいます。イメージに合わせて
色を変えられるオリジナ
ル性を工夫し、炭酸が苦
手な人でも飲みやすいコ
ーラを開発し、幅広い年
代の人に楽しく飲んでい
ただきたいと思います。 2244
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農業経営科では、イネ・草花・野菜・果樹の栽培と家畜の飼育を中心に、「自分でできる」た
めの技術や知識の修得を目標として学習しています。また、生物工学・農業機械・農業経営・情
報処理等についても学び、人間にとって必要不可欠な食糧生産の様々な手法や販売・流通に関す
る実践的な技能を身に付け地域に根ざした将来の農業人・農業産業人の育成を目指しています。

栃木県立矢板高等学校

４ との交流

特徴的な活動

りんごの栽培
矢板市の長井地区は、県内有数のりんご産

地です。本校の果樹部でも、 品種以上のり
んごを栽培し、約 本の樹を有しています。

りんどう湖
花壇植栽

お米甲子園金賞受賞
お米甲子園とは米・食味鑑定士協会主催

「米・食味分析鑑定コンクール：国際大
会」の一部門として開催されており、全国
の農業高校の実習田で育てたお米が競い合
う大会です。
「縁結び」というコメが「金賞」を受賞。2255
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農業経営科では、イネ・草花・野菜・果樹の栽培と家畜の飼育を中心に、「自分でできる」た
めの技術や知識の修得を目標として学習しています。また、生物工学・農業機械・農業経営・情
報処理等についても学び、人間にとって必要不可欠な食糧生産の様々な手法や販売・流通に関す
る実践的な技能を身に付け地域に根ざした将来の農業人・農業産業人の育成を目指しています。

栃木県立矢板高等学校

４ との交流

特徴的な活動

りんごの栽培
矢板市の長井地区は、県内有数のりんご産

地です。本校の果樹部でも、 品種以上のり
んごを栽培し、約 本の樹を有しています。

りんどう湖
花壇植栽

お米甲子園金賞受賞
お米甲子園とは米・食味鑑定士協会主催

「米・食味分析鑑定コンクール：国際大
会」の一部門として開催されており、全国
の農業高校の実習田で育てたお米が競い合
う大会です。
「縁結び」というコメが「金賞」を受賞。2255

馬頭高校には、普通科と水産科があります。単位制の導入により、自分の進路に合った多様な選
択科目の受講が可能となりました。この中の普通科選択科目に「農業と環境」が設定され、将来、
農業に従事する上での基礎的な学習もできるようになりました。令和４年度は栽培だけでなく、農
業の持つ多面的機能や地域交流の学習として、こども園との収穫体験交流や町内小中学校への給食
への食材提供などに取り組み、「総合的な探究の時間」も含め、幅広いニーズに対応できる活動を
行っています。

学校農場での栽培活動を通して、農業技術の基礎と環境保全について体験的な学習を行います。
普通科に農業の科目が設定されて４年目となります。昨年度までは西洋野菜を主とした露地野

菜の栽培を中心に、令和４年度からは地域と連携した地産地消の実践学習に取り組み、地域活性
化に協力しています。

水産科の主な活動 ～水に親しみ、水から学ぶ～

栃木県立馬頭高等学校（普通科・水産科）

普通科選択科目「農業と環境」

令和４年度の主な取り組み内容
西洋野菜「トレビス」の栽培と栽培方法の普及（６月）、町立こども園との交流授業「ジャガ

イモ・タマネギ・ダイコンの収穫体験」（７･ 月）、西洋野菜「ルタバガ」「ルバーブ」の栽
培と栽培方法の普及（１１月）、町給食センターへの超巨大キャベツの提供（７～ 月）など。

課題研究 リバースタディ

全国唯一の海なし県に設置された水産に関する学科です。特徴は、水産物の増養殖、食品加工、
水辺の環境保全など多岐に渡って学習できることです。関係機関と連携し、教育課程に連動した
様々な研究活動を行っています。主な進学先は４年制大学や専攻科、海上技術短期大学校等で就
職先は県内外の養殖場や水産加工会社を中心に、各種生産業・製造業等です。

学校設定科目「リバースタディ」は、河川における自
然体験活動を中心とした自由選択科目です。「農業と環
境」の修得と合わせると、普通科生徒も農業・水産に関
して学習することができます。

水産に関する学習内容の中
から、興味のある分野の研究
を主体的に行う課題解決型授
業です。

遡上サケの採集水産加工品製造 ミヤコタナゴ
保護活動カヌー＆和舟実習

2266
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栃木県内の農業関係大学の紹介
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次世代型園芸人材育成施設

次代の農業経営者に必
須である Ｇ Ａ Ｐ （農
業生産工程管理）教育の
強化のため、 年（平
成 年） 月に国際的な
認証制度であるグローバ
ルＧ Ａ Ｐ．の認証を梨
で取得しました。

全国の県立農業大学校におけるグローバ
ルＧ Ａ Ｐ の認証取得は、３番目の取組
となり、認証継続６年目です。

夢を育むドリーム牛舎

ドリーム牛舎は、ＩＣＴ等の先端技術を活用
した最新式の家畜管理施設で、乳用牛と肉用牛
を一体的に飼養できる複合型牛舎です。
監視カメラや繁殖・分娩管理機器等により、

情報通信技術を活用して牛舎にいなくても発情
や分娩の状況を確認できます。
畜産に「夢」を持った学生がたくさん入学し、

ドリーム牛舎で様々な技術を学べるよう、教育
内容も充実させています。

高軒高ハウスは、ハイワイヤ
ー栽培によるトマトの促成長期
栽培が可能で、高収量が見込め
る先進的なハウスです。
ＩＣＴを活用した複合環境制

御やスマートフォン等による栽
培環境データの把握が可能で、
先進的な栽培技術を学ぶことが
できます。

栃木県農業大学校
農業大学校では、優れた農業経営者等を育成するため、専門性の高い知識、技術

や経営管理能力が修得できるよう、作物の栽培や牛の飼養管理及び経営管理等に関
する講義・実験と実習の履修時間をおおむね ： の割合で実施しています。

グローバル 認証の取得

「園芸大国とちぎづくり」の一翼を担う
意欲ある人材の育成を図るため、先端技術
を用いた園芸の育苗施設をはじめ、機械化
一貫体系による露地野菜の生産を実践的に
学ぶ事ができる教育環境を整備しています。

次世代型最先端（高軒高）トマトハウス

2299
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次世代型園芸人材育成施設

次代の農業経営者に必
須である Ｇ Ａ Ｐ （農
業生産工程管理）教育の
強化のため、 年（平
成 年） 月に国際的な
認証制度であるグローバ
ルＧ Ａ Ｐ．の認証を梨
で取得しました。

全国の県立農業大学校におけるグローバ
ルＧ Ａ Ｐ の認証取得は、３番目の取組
となり、認証継続６年目です。

夢を育むドリーム牛舎

ドリーム牛舎は、ＩＣＴ等の先端技術を活用
した最新式の家畜管理施設で、乳用牛と肉用牛
を一体的に飼養できる複合型牛舎です。
監視カメラや繁殖・分娩管理機器等により、

情報通信技術を活用して牛舎にいなくても発情
や分娩の状況を確認できます。
畜産に「夢」を持った学生がたくさん入学し、

ドリーム牛舎で様々な技術を学べるよう、教育
内容も充実させています。

高軒高ハウスは、ハイワイヤ
ー栽培によるトマトの促成長期
栽培が可能で、高収量が見込め
る先進的なハウスです。
ＩＣＴを活用した複合環境制

御やスマートフォン等による栽
培環境データの把握が可能で、
先進的な栽培技術を学ぶことが
できます。

栃木県農業大学校
農業大学校では、優れた農業経営者等を育成するため、専門性の高い知識、技術

や経営管理能力が修得できるよう、作物の栽培や牛の飼養管理及び経営管理等に関
する講義・実験と実習の履修時間をおおむね ： の割合で実施しています。

グローバル 認証の取得

「園芸大国とちぎづくり」の一翼を担う
意欲ある人材の育成を図るため、先端技術
を用いた園芸の育苗施設をはじめ、機械化
一貫体系による露地野菜の生産を実践的に
学ぶ事ができる教育環境を整備しています。

次世代型最先端（高軒高）トマトハウス

2299

■酪農・肉用牛
ＩＣＴを駆使した新牛舎（ドリーム牛舎）を活用し

て、飼養管理・人工授精・飼料作物栽培等、魅力的な
畜産経営について学んでいます。

農
業
経
営
学
部

い ち ご 学 科

■果樹専攻 なし・ぶどう・りんご等
なしのグローバルＧ Ａ Ｐの認証に加えて、なし及

びぶどうの｢根圏制御栽培｣等について学んでいます。

■ 作 物 専 攻 水稲・麦・大豆等
水田センサーなどＩＣＴ技術を活用した水稲栽培や

麦、大豆等の水田農業経営について学んでいます。

農
業
生
産
学
部

農 業 総 合 学 科

いちごは「スカイベリー」･「とちあいか」など県が
開発した品種を取り入れ、最新の栽培技術を学んでい
ます。トマトは、次世代型最先端（高軒高）ハウスで
促成長期栽培や養液施設で促成栽培を学んでいます。

■施設野菜専攻 いちご・トマト等

畜 産 学 科

■花き専攻 シクラメン等の鉢物・きく等の切り花
様々な種類の鉢物・切り花の生理生態や栽培管理に

関する知識・技術を学んでいます。

栃木県農業大学校

■ 露地野菜専攻 ねぎ・たまねぎ等

水田での機械化一貫体系による露地野菜の栽培など、
収益性の高い土地利用型農業経営について学んでいま
す。

優れた技術と高い経営能力を持ち、将来地域のリー
ダーとなる「いちご経営者」の育成を目指すため、最
先端の栽培技術を活用したいちご栽培技術や経営者に
求められる知識の習得、先進的いちご農家での実践的
な実習の実施等、最新の栽培技術と知識について学ん
でいます。 3300
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農高生によるＧＡＰチャレンジ！
生産者はもとより、消費者や環境にとっても「 」な農業の取組のことを
（ギャップ）といいます。
は、 の頭文字をとった言葉で、直訳すると「よ

い農業の取組」という意味ですが、一般的には「農業生産工程管理」と呼ばれてい
ます。
工程管理とは、「農産物を作る際に適正な手順やモノの管理を行い、食品安全や

労働安全、環境保全等を確保する取組」のことです。

栃木県内の農業高校でのＧＡＰ（認証等）の取組状況（令和５年１月時点）
★ ＧＬＯＢＡＬＧ Ａ Ｐ

〇真岡北陵高校 （品目：米、日本なし）
〇那須拓陽高校 （品目：日本なし）

★ ＪＧＡＰ
〇宇都宮白楊高校 （品目：トマト、ぶどう、日本なし、ねぎ、米）
〇栃木農業高校 （品目：いちご）

★ とちぎＧＡＰ（第三者確認）
○鹿沼南高校 （品目：ブルーベリー）

【食品安全】 【環境保全】 【労働安全】

【人権保護】
家族経営協定の締結
技能実習生の適切な労働条件の確保

【農場経営管理】
責任者の配置
教育訓練、内部点検の実施

ＧＡＰ認証

・客観的な証明
・見えない価値
の見える化

↓

取引の際の
信頼確保へ

審査
包装資材のそばに灯油な
ど汚染の原因となるもの
を置かない
堆肥置き場や調製施設で
は専用の履物を準備する

廃棄物を農場に放置しな
い
農薬空容器は分別して処
分する

危険な作業はスイッチを
止めてから行う
（巻き込まれ防止）
危険箇所の掲示をする

3355
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農高生によるＧＡＰチャレンジ！
生産者はもとより、消費者や環境にとっても「 」な農業の取組のことを
（ギャップ）といいます。
は、 の頭文字をとった言葉で、直訳すると「よ

い農業の取組」という意味ですが、一般的には「農業生産工程管理」と呼ばれてい
ます。
工程管理とは、「農産物を作る際に適正な手順やモノの管理を行い、食品安全や

労働安全、環境保全等を確保する取組」のことです。

栃木県内の農業高校でのＧＡＰ（認証等）の取組状況（令和５年１月時点）
★ ＧＬＯＢＡＬＧ Ａ Ｐ

〇真岡北陵高校 （品目：米、日本なし）
〇那須拓陽高校 （品目：日本なし）

★ ＪＧＡＰ
〇宇都宮白楊高校 （品目：トマト、ぶどう、日本なし、ねぎ、米）
〇栃木農業高校 （品目：いちご）

★ とちぎＧＡＰ（第三者確認）
○鹿沼南高校 （品目：ブルーベリー）

【食品安全】 【環境保全】 【労働安全】

【人権保護】
家族経営協定の締結
技能実習生の適切な労働条件の確保

【農場経営管理】
責任者の配置
教育訓練、内部点検の実施

ＧＡＰ認証

・客観的な証明
・見えない価値
の見える化

↓

取引の際の
信頼確保へ

審査
包装資材のそばに灯油な
ど汚染の原因となるもの
を置かない
堆肥置き場や調製施設で
は専用の履物を準備する

廃棄物を農場に放置しな
い
農薬空容器は分別して処
分する

危険な作業はスイッチを
止めてから行う
（巻き込まれ防止）
危険箇所の掲示をする

3355

戦後の新制高等学校の学習活動の中で、農業高校生の自主的・自発的な組織として日本各
地で誕生した「学校農業クラブ（ ： ）」。 年には全国組織
として、「日本学校農業クラブ連盟 （略称：日連 または ）」
が結成されました。
クラブ員は全国の農業を学ぶ高校生で、農業に関する教科・科目の学習や地域連携活動な

ど、体験的な学習をとおして「科学性」「社会性」「指導性」を高めることを目的としてい
ます。
全国組織の下に関東地区学校農業クラブ連盟、栃木県学校農業クラブ連盟があり、栃木県

内７校の学校単位にそれぞれ単位学校農業クラブがあります。

○日本学校農業クラブとは？

○各種発表・競技会について
農業クラブ員として、日々行っている各専門分野の活動の成果を発表する場として日本学

校農業クラブ連盟全国大会があります。毎年 月に行われるこの大会は「農高生の甲子園」
と呼ばれ、各地の県大会、ブロック大会で優秀な成績を収めた農業高校生たちが代表として、
成果発表などを行います。
令和４年１０月に行われた「第 回日本学校農業クラブ全国大会令和 年度北陸大会」では、

５名の生徒が農業鑑定競技会で優秀賞を獲得しました。

～各競技会栃木県大会の様子～

【プロジェクト発表会】
プロジェクト活動で実践したこ
とや成果を発表し、客観的な意
見や評価を受け、その内容や発
表の仕方について審査されます。

【平板測量競技会】
１チーム３名で平板測量を行
い、正確かつスピーディーに
図面を作成できるかを競う競
技です。

【家畜審査競技会】
決められた時間内に実際の
牛の良し悪しを審査基準に
基づいた審査により順番付
けしていく競技です。

【フラワーアレンジ競技会】
花材を使い、コンセプトに
あった作品を時間内に完成さ
せます。栽培技術だけでなく、
活用方法やデザインに関する
学習の成果を競い合います。

県連代表として発表する福田俊さん北陸大会に参加した皆さん

※このほかにも意見発表会や農業情報処理競技会などがあります。 3366
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「食料・農業・農村白書」とは？
食料、農業及び農村の動向に関して、中長期的な変化を分析し、毎年政府が発行する

年次報告書。社会の実態や政府の施策について記載されており、年に１度発行されます。
「白書」の由来は、イギリスにおいて政府が作成する外交報告書の表紙が白（ホワイト
ペーパー）であったことにあると言われています。
農林水産省では大臣官房広報評価課情報分析室が作成しています。

★栃木県立宇都宮白楊高校において

令和４年９月８日、栃木県立宇都宮白楊高等学
校において「令和３年度 食料・農業・農村白書」
説明会が開催されました。
講師は、白書の執筆に直接携わった農林水産省

広報評価課の江川企画官が務め、同校１年生～３
年生の生徒２６名が参加し、熱心に耳を傾けてい
ました。
講師からは、食料の安定供給の確保や、農林水

産物・食品の輸出をはじめ、ＳＤＧｓや環境など
に配慮した農業など、農業における現状や課題、
国として目指す農業の方向性について説明があり、
最後に「この説明会をきっかけに皆さんの学習が
深まれば良いと思います」とのメッセージが生徒
達に送られました。
質疑応答も活発に行われ、参加した生徒からは、

「農業の現状をデータやグラフ等で解説してもら
い理解が深まった」「情報通信技術などを取り入
れたスマート農業の推進や、輸入に頼らない食料
の確保が必要だと感じた」などの意見が出ていま
した。

「令和３年度 食料・農業・農村白書」説明会を開催！

3377
37



「食料・農業・農村白書」とは？
食料、農業及び農村の動向に関して、中長期的な変化を分析し、毎年政府が発行する

年次報告書。社会の実態や政府の施策について記載されており、年に１度発行されます。
「白書」の由来は、イギリスにおいて政府が作成する外交報告書の表紙が白（ホワイト
ペーパー）であったことにあると言われています。
農林水産省では大臣官房広報評価課情報分析室が作成しています。

★栃木県立宇都宮白楊高校において

令和４年９月８日、栃木県立宇都宮白楊高等学
校において「令和３年度 食料・農業・農村白書」
説明会が開催されました。
講師は、白書の執筆に直接携わった農林水産省

広報評価課の江川企画官が務め、同校１年生～３
年生の生徒２６名が参加し、熱心に耳を傾けてい
ました。
講師からは、食料の安定供給の確保や、農林水

産物・食品の輸出をはじめ、ＳＤＧｓや環境など
に配慮した農業など、農業における現状や課題、
国として目指す農業の方向性について説明があり、
最後に「この説明会をきっかけに皆さんの学習が
深まれば良いと思います」とのメッセージが生徒
達に送られました。
質疑応答も活発に行われ、参加した生徒からは、

「農業の現状をデータやグラフ等で解説してもら
い理解が深まった」「情報通信技術などを取り入
れたスマート農業の推進や、輸入に頼らない食料
の確保が必要だと感じた」などの意見が出ていま
した。

「令和３年度 食料・農業・農村白書」説明会を開催！

3377

各高校に導入された新しい農業用機械の紹介

１．トラクター
農業作業を行う機械をけん引する基本となる農機具です。トラクターの前後にいろいろな

農機をつないで効率よく安全に作業できるようになります。

ベールグラブを装着してロール状
の飼料などを運びます。

力強いトラクターの雄姿 モアコンディショナを装着して牧
草などを一気に刈り取ります。

農林水産省の補助事業（農業労働力確保緊急支援事業（令和２年度補
正））を活用して導入された農業用機械の一部をご紹介します。
この事業は、新型コロナウイルス感染症の影響による人材不足を解消し

て農業生産を維持するとともに、将来の農業生産を支える人材を育成する
ための就農研修を実施する農業高校等に必要となる研修用農業機械・設備
の導入を支援するものです。

２．コンバイン
主に米や麦を収穫するための機械で、刈り取りと脱穀（茎から実をとる）まで一連の作業

を行います。米作りには欠かせない機械です。

3388
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刈り取った後の稲のワラや牧草などを集めて円柱型に圧縮して丸める機械です。丸めた塊
（ロールベールといいます。）は、まるでバウムクーヘンのようです。ベールラッパー（後
述）により、さらにラッピングされ、牛などの飼料になります。

３．ロールベーラー

４．ベールラッパー
３で丸めたロールベールにラップフィルムを巻きつける機械です。ラッピングすることによ

り飼料を発酵させ、栄養価や消化率を高めます。冬の田んぼでよく見かけるマシュマロ状の白
い物体はベールラッパーによるものです。

５．スピードスプレイヤー
平坦な果樹園などで使用される農薬散布

用の機械です。後部のノズルから霧状の農
薬が帯状に散布され、作業効率が高くなり
ます。また車内での作業となるため、作業
者の安全性も高くなります。

６．水稲播種機
水稲の苗箱への床土入れや種まき、覆土

までをフルオートで行う機械です。
その後、育苗した苗箱を田植え機にセット
して田植えを行います。

3399

きちんと圃場を管理するために、草刈り
は大変重要な作業です。乗用草刈り機は作
業の効率化や作業者の負担軽減だけでなく、
作業事故防止に効果があります。

７．乗用草刈機 ８．クローラダンプ
不整地や軟弱地、勾配のきつい坂道でも

農業資材や生産物など重い荷物を力強く運
ぶことができ、作業者の負担軽減となる運
搬具です。

９．乗用野菜移植機 ．モアコンディショナ
トラクターに装着して牧草などを高速

で刈り取ることができ、さらに飼料用に
加工しやすくする機械です。

座った状態で野菜苗を植え付けること
が可能で、作業者負担軽減と大幅な省力
化が図れます。

・自動移植機など新しい技術や、念願であった畜産のロール体系への移行など、農家現場と同様の飼料生産実習
が可能となり、生徒の学習に大変役立っています。
・最新の機械が入り、生徒の学習意欲と作業の質の向上に繋がっています。日頃から安全作業に心掛け、大切に
使っていきたいと思います。
・トラクター・ロールベイラー・ラッピングマシーンについては、借用から所有することで作業の自由度が高く
なるとともに計画的な実習が可能になりました。また、食品科学科の生徒が作業の見学を行い、平坦地や台地、
傾斜地における農地の活用について考える授業などにも活用されています。
・導入された機械はさまざまな部門の実習で活用されました。農業機械の授業では、座学で構造について学んだ
のち、運転操作などで実際に触れることができました。これらの機械は作業効率の面や経営感覚を身に付ける学
習でも役に立っています。

学習現場からの声

4400
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刈り取った後の稲のワラや牧草などを集めて円柱型に圧縮して丸める機械です。丸めた塊
（ロールベールといいます。）は、まるでバウムクーヘンのようです。ベールラッパー（後
述）により、さらにラッピングされ、牛などの飼料になります。

３．ロールベーラー

４．ベールラッパー
３で丸めたロールベールにラップフィルムを巻きつける機械です。ラッピングすることによ

り飼料を発酵させ、栄養価や消化率を高めます。冬の田んぼでよく見かけるマシュマロ状の白
い物体はベールラッパーによるものです。

５．スピードスプレイヤー
平坦な果樹園などで使用される農薬散布

用の機械です。後部のノズルから霧状の農
薬が帯状に散布され、作業効率が高くなり
ます。また車内での作業となるため、作業
者の安全性も高くなります。

６．水稲播種機
水稲の苗箱への床土入れや種まき、覆土

までをフルオートで行う機械です。
その後、育苗した苗箱を田植え機にセット
して田植えを行います。

3399

きちんと圃場を管理するために、草刈り
は大変重要な作業です。乗用草刈り機は作
業の効率化や作業者の負担軽減だけでなく、
作業事故防止に効果があります。

７．乗用草刈機 ８．クローラダンプ
不整地や軟弱地、勾配のきつい坂道でも

農業資材や生産物など重い荷物を力強く運
ぶことができ、作業者の負担軽減となる運
搬具です。

９．乗用野菜移植機 ．モアコンディショナ
トラクターに装着して牧草などを高速

で刈り取ることができ、さらに飼料用に
加工しやすくする機械です。

座った状態で野菜苗を植え付けること
が可能で、作業者負担軽減と大幅な省力
化が図れます。

・自動移植機など新しい技術や、念願であった畜産のロール体系への移行など、農家現場と同様の飼料生産実習
が可能となり、生徒の学習に大変役立っています。
・最新の機械が入り、生徒の学習意欲と作業の質の向上に繋がっています。日頃から安全作業に心掛け、大切に
使っていきたいと思います。
・トラクター・ロールベイラー・ラッピングマシーンについては、借用から所有することで作業の自由度が高く
なるとともに計画的な実習が可能になりました。また、食品科学科の生徒が作業の見学を行い、平坦地や台地、
傾斜地における農地の活用について考える授業などにも活用されています。
・導入された機械はさまざまな部門の実習で活用されました。農業機械の授業では、座学で構造について学んだ
のち、運転操作などで実際に触れることができました。これらの機械は作業効率の面や経営感覚を身に付ける学
習でも役に立っています。

学習現場からの声

4400
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１．農業用ドローン

各高校におけるスマート農業の取り組み

ドローンが作物上空を飛行し、農薬・肥料の散布や、カメラで作物の生育状況を計測（セン
シング）します。作業の効率化をはじめ、農薬・肥料の必要量を適正にすることで使用量を減
らすことができます。

スマート農業とは、ロボット技術、ＡＩ 人工知能）、Ｉ Ｔ 様々なモ
ノをインターネットに接続する技術 など、先端技術を活用する農業のこ
とです。
各農業関係高校において、農林水産省の補助事業（農業労働力確保緊急

支援事業（令和２年度補正）・農業教育高度化事業（令和４年度））等に
より導入されたスマート農業機器の活用状況についてご紹介します。

宇都宮白楊高校：作物や畜産の授業ではドローンを使い、水田や牧草地に農薬散布を行っている様子を見学し
ました。農業経営の授業を通して、ドローン等などを活用したスマート農業の知識に触れ今後の展望などを学
びました。
矢板高校：主に「作物」、「課題研究」、「総合実習」の授業で、紹介や操作を実施しています。実際に操作
した生徒からは、「ドローンが身近なものに感じるようになった」との感想が述べられました。

学習現場からの声

4411

３．牛の分娩監視装置

分娩開始
の合図

体温計
挿入時

段取り連絡
時体温

牛の体内にセンサーを挿入し、 分ごとにセンサーから体温データが監視サーバに送信され
自動蓄積されます。分娩前の体温変化をモニターし、分娩時期が近づくとメールで通報され、
分娩に係る労力が軽減されます。

栃木農業高校：本校の牛舎は１４ｋｍ離れた遠隔地にあるため、生徒が常に牛に触れることが難しい。その
ため、ＩＣＴ機器を活用して、学習効果を高める取り組みをしています。この機器は子宮に挿入したセン
サーを使って、５分毎の体温をモニタリングできます。体温が低下してくると「段取りメール」、センサー
が体外に排出された際に「駆けつけメール」が送信されるため、分娩対応がとても効率よくできるようにな
りました。 ３年度導入以来、１００％分娩を知らせてくれており、生徒たちのスマート学習教材としての利
用とともに、職員の校務軽減に繋がっています。

学習現場からの声

２．水管理システム
水田の水位・水温等をセンサーで自動測定し、スマートフォン等で情報の確認が可能となり

ます。これにより、毎日の水管理の作業を省力化することが出来るとともに、専用のアプリ
ケーションを使うことで、グループでデータの情報共有も可能となります。

矢板高校：主に「作物」、「課題研究」、「総合実習」、「農業と情報」で活用しています。遠隔で水位や
水温、地温を確認できるほか、栽培管理の記録の入出力により、情報のシェア、分析が可能となりました。
那須拓陽高校：栽培期間中は休日でも圃場の状態を確認できるため、作業の効率化を図ることができました。

学習現場からの声

4422
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１．農業用ドローン

各高校におけるスマート農業の取り組み

ドローンが作物上空を飛行し、農薬・肥料の散布や、カメラで作物の生育状況を計測（セン
シング）します。作業の効率化をはじめ、農薬・肥料の必要量を適正にすることで使用量を減
らすことができます。

スマート農業とは、ロボット技術、ＡＩ 人工知能）、Ｉ Ｔ 様々なモ
ノをインターネットに接続する技術 など、先端技術を活用する農業のこ
とです。
各農業関係高校において、農林水産省の補助事業（農業労働力確保緊急

支援事業（令和２年度補正）・農業教育高度化事業（令和４年度））等に
より導入されたスマート農業機器の活用状況についてご紹介します。

宇都宮白楊高校：作物や畜産の授業ではドローンを使い、水田や牧草地に農薬散布を行っている様子を見学し
ました。農業経営の授業を通して、ドローン等などを活用したスマート農業の知識に触れ今後の展望などを学
びました。
矢板高校：主に「作物」、「課題研究」、「総合実習」の授業で、紹介や操作を実施しています。実際に操作
した生徒からは、「ドローンが身近なものに感じるようになった」との感想が述べられました。

学習現場からの声

4411

３．牛の分娩監視装置

分娩開始
の合図

体温計
挿入時

段取り連絡
時体温

牛の体内にセンサーを挿入し、 分ごとにセンサーから体温データが監視サーバに送信され
自動蓄積されます。分娩前の体温変化をモニターし、分娩時期が近づくとメールで通報され、
分娩に係る労力が軽減されます。

栃木農業高校：本校の牛舎は１４ｋｍ離れた遠隔地にあるため、生徒が常に牛に触れることが難しい。その
ため、ＩＣＴ機器を活用して、学習効果を高める取り組みをしています。この機器は子宮に挿入したセン
サーを使って、５分毎の体温をモニタリングできます。体温が低下してくると「段取りメール」、センサー
が体外に排出された際に「駆けつけメール」が送信されるため、分娩対応がとても効率よくできるようにな
りました。 ３年度導入以来、１００％分娩を知らせてくれており、生徒たちのスマート学習教材としての利
用とともに、職員の校務軽減に繋がっています。

学習現場からの声

２．水管理システム
水田の水位・水温等をセンサーで自動測定し、スマートフォン等で情報の確認が可能となり

ます。これにより、毎日の水管理の作業を省力化することが出来るとともに、専用のアプリ
ケーションを使うことで、グループでデータの情報共有も可能となります。

矢板高校：主に「作物」、「課題研究」、「総合実習」、「農業と情報」で活用しています。遠隔で水位や
水温、地温を確認できるほか、栽培管理の記録の入出力により、情報のシェア、分析が可能となりました。
那須拓陽高校：栽培期間中は休日でも圃場の状態を確認できるため、作業の効率化を図ることができました。

学習現場からの声
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５．環境制御システム
施設園芸でハウス内環境を制御するシステムです。ハウス内の環境（光、温度、湿度等）を

監視し、必要に応じてハウス内の環境を調節します。

宇都宮白楊高校：草花の温室に環境制御盤が整備され、天窓・側窓・保温カーテン・遮光カーテンなど、ス
マートホンを使った遠隔操作や、気象状況を把握することが可能となりました。草花の実習では温度等の管理
作業が便利になり、品質の向上につながりました。
矢板高校：今まで経験や勘に頼っていた管理等が、数値を基準としてよりよい栽培環境の中で管理が行えるよ
うになり、データの収集・蓄積もできるようになりました。圃場の状態が可視化できたことにより、野菜や総
合実習、課題研究等の授業で、生徒に農作物を栽培する上での環境が重要であることを、より具体的に指導で
きるようになりました。また、ＩＣＴ、ＩＯＴを用いた農業について興味を持つ生徒が増えているように感じ
ます。

学習現場からの声

４．牛の活動センサー
牛の首にセンサーを取り付け、リアルタイムに牛の活動情報を収集するシステムです。分娩

の兆候をはじめ、体調不良による活動低下など、常時、牛の状態をスマートフォンやタブレッ
トなどで確認することが出来ます。

栃木農業高校：牛に付けた加速度センサーで、牛の「反すう」・「活動」・「休息」をモニタリングする機器
です。本校では主に発情予測に活用しています。他にも、クラウド上に牛の情報や管理内容などのデータを入
力することで、牛群のデータを蓄積共有して経営改善に役立てることができます。生徒は配布されているタブ
レットを使ってデータの入力等を授業で行うとともに、スマートフォンのアプリでいつでも確認できるように
しています。
那須拓陽高校：畜産の授業で発情や分娩前の兆候、体調不良の牛の確認など、その日に応じた授業展開が可能
となりました。また、生徒に担当牛を設定して牛の管理を行うことにより、責任感を持ちながら学習すること
が期待できます。

学習現場からの声

4433

各高校における商品開発（宇都宮白楊高校）

農業人口減少による地域の空きハウスの活用と新たな国産レモンの産地化を目指して栽培
が始まった宮れもん 年商標登録）を保存性を付与したマーマレードに一次加工し、栃
木県産の米粉を活用してパウンドケーキを開発しました。地域活性化だけではなく、地域の
農業や自然、日本の文化を守る商品です。家庭部会全国大会の手土産や食育フェアでの販売
では、好評をいただいています！また、この商品をホームページや地域との交流を通して多
くの人々に宮れもんについて知ってもらいたいです。

連携機関 栃木県米粉食品普及推進協議会
地域宮れもん農家（宇都宮市） レモン研究会（宇都宮市役所）
地域製菓店

宮レモンパウンドケーキ 栃木県立宇都宮白楊高等学校食品科学科

日本酒「白楊舞」 栃木県立宇都宮白楊高等学校農業経営科

本校では教育活動の一環として、「地産地消」による農場生産物の地元での販売、「６次
産業化」による本校農場生産物の地元での加工・流通を目指しています。農業経営科では平
成２８年度に宇都宮酒造株式会社の酒蔵見学を実施したことがきっかけとなり、本校の生徒
が栽培したお米で日本酒を製造しようと、翌平成２９年度には地元の「柳田酒米研究会」と
の情報交換会を通して酒米栽培を学習しました。平成３０年度からは、本校高根沢農場にお
いて酒造好適米「五百万石」を本格的に栽培するようになり、宇都宮酒造株式会社（四季
桜）で醸造された特別純米酒「白楊舞」は、広く地元の方に愛される日本酒となりました。
連携機関
宇都宮酒造株式会社（四季桜）、柳田酒米研究会
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５．環境制御システム
施設園芸でハウス内環境を制御するシステムです。ハウス内の環境（光、温度、湿度等）を

監視し、必要に応じてハウス内の環境を調節します。

宇都宮白楊高校：草花の温室に環境制御盤が整備され、天窓・側窓・保温カーテン・遮光カーテンなど、ス
マートホンを使った遠隔操作や、気象状況を把握することが可能となりました。草花の実習では温度等の管理
作業が便利になり、品質の向上につながりました。
矢板高校：今まで経験や勘に頼っていた管理等が、数値を基準としてよりよい栽培環境の中で管理が行えるよ
うになり、データの収集・蓄積もできるようになりました。圃場の状態が可視化できたことにより、野菜や総
合実習、課題研究等の授業で、生徒に農作物を栽培する上での環境が重要であることを、より具体的に指導で
きるようになりました。また、ＩＣＴ、ＩＯＴを用いた農業について興味を持つ生徒が増えているように感じ
ます。

学習現場からの声

４．牛の活動センサー
牛の首にセンサーを取り付け、リアルタイムに牛の活動情報を収集するシステムです。分娩

の兆候をはじめ、体調不良による活動低下など、常時、牛の状態をスマートフォンやタブレッ
トなどで確認することが出来ます。

栃木農業高校：牛に付けた加速度センサーで、牛の「反すう」・「活動」・「休息」をモニタリングする機器
です。本校では主に発情予測に活用しています。他にも、クラウド上に牛の情報や管理内容などのデータを入
力することで、牛群のデータを蓄積共有して経営改善に役立てることができます。生徒は配布されているタブ
レットを使ってデータの入力等を授業で行うとともに、スマートフォンのアプリでいつでも確認できるように
しています。
那須拓陽高校：畜産の授業で発情や分娩前の兆候、体調不良の牛の確認など、その日に応じた授業展開が可能
となりました。また、生徒に担当牛を設定して牛の管理を行うことにより、責任感を持ちながら学習すること
が期待できます。

学習現場からの声

4433

各高校における商品開発（宇都宮白楊高校）

農業人口減少による地域の空きハウスの活用と新たな国産レモンの産地化を目指して栽培
が始まった宮れもん 年商標登録）を保存性を付与したマーマレードに一次加工し、栃
木県産の米粉を活用してパウンドケーキを開発しました。地域活性化だけではなく、地域の
農業や自然、日本の文化を守る商品です。家庭部会全国大会の手土産や食育フェアでの販売
では、好評をいただいています！また、この商品をホームページや地域との交流を通して多
くの人々に宮れもんについて知ってもらいたいです。

連携機関 栃木県米粉食品普及推進協議会
地域宮れもん農家（宇都宮市） レモン研究会（宇都宮市役所）
地域製菓店

宮レモンパウンドケーキ 栃木県立宇都宮白楊高等学校食品科学科

日本酒「白楊舞」 栃木県立宇都宮白楊高等学校農業経営科

本校では教育活動の一環として、「地産地消」による農場生産物の地元での販売、「６次
産業化」による本校農場生産物の地元での加工・流通を目指しています。農業経営科では平
成２８年度に宇都宮酒造株式会社の酒蔵見学を実施したことがきっかけとなり、本校の生徒
が栽培したお米で日本酒を製造しようと、翌平成２９年度には地元の「柳田酒米研究会」と
の情報交換会を通して酒米栽培を学習しました。平成３０年度からは、本校高根沢農場にお
いて酒造好適米「五百万石」を本格的に栽培するようになり、宇都宮酒造株式会社（四季
桜）で醸造された特別純米酒「白楊舞」は、広く地元の方に愛される日本酒となりました。
連携機関
宇都宮酒造株式会社（四季桜）、柳田酒米研究会

4444

44



各高校における商品開発（栃木農業高校）

ゆずマーマレード

食品科学科では、地域の観光資源である太平山麓の「ゆずの里」 を目的に、加工品を製
造して商品開発をしています。特に開発に力を入れているゆずマーマレードは、授業で製造
しているジャムのレシピをアレンジし、ユズの苦味を抑えて仕上げています。このマーマ
レードは第４回世界マーマレードアワード＆フェスティバル日本大会プロの部で銅賞を獲得
しました。また、多彩な商品展開をしようと考え、地元のサンドイッチ専門店の協力のもと、
マーマレードを生かした商品を開発して頂き、現在も販売されています。その他、老舗和菓
子店にも協力を依頼し、生徒が発案した「マーマレード入り大福」を粘度・糖度を調整しな
がら商品化しました。今後も自慢のマーマレードを軸に様々な商品開発に繋げていきたいと
考えています。

国体会場で配布するおもてなし製品の開発依頼を受け、栃木市の農産物を使用した焼き菓
子を考案しました。レシピは生徒自ら考案し、ユズ果汁を使用したアイシングクッキー、ユ
ズシフォンケーキ、ブドウジャムクッキー、黒大豆クッキーの詰め合わせを セット製造
しました。各菓子ともに工夫を凝らし、黒大豆を炒って粗挽きにし食感を出す、摘果したブ
ドウを酸味付けに使用するなど、それぞれの農産物が生きるよう細かな点にもこだわりまし
た。また、包装に貼るシールのデザインも手掛け、選手や会場の方々に向けたメッセージを
一つひとつ丁寧に手書きしておもてなしの心が伝わるよう工夫しました。県内外から来場し
た方々からも好評で、学校での学びを生かして栃木市のＰＲをすることができました。

とちぎ国体おもてなし製品「栃木のおいしい農産物詰め合わせ」

4455

各高校における商品開発（那須拓陽高校）

拓陽キスミル

商品名：拓陽キスミル 特徴：乳と砂糖しか用いない無添加の乳酸菌飲料
開発の経緯：本校が位置する那須塩原市は、戦後、酪農を基幹産業とし発展してきた町です。
しかしながら、近年、全国的に牛乳離れの傾向があり、乳の街、那須塩原市も例外ではあり
ません。その影響は大きく、市内の酪農戸数減少の原因の１つとなっています。本校は２０
１５年から那須塩原市と連携し、地域を盛り上げる活動に取り組んできました。そのような
中、地域の牧場の協力のもと、拓陽の生乳と拓陽生が選抜した乳酸菌を用いたオリジナル乳
酸菌飲料「拓陽キスミル」を完成させました。様々なイベントに参加し、この乳製品の普
及・販売活動を行うことで、乳の街、那須塩原市の 活動に貢献しました。

商品名：拓陽キスミル（小分け） 特徴：牛乳に混ぜて飲むのにちょうど良い１５ｇに拓
陽キスミルをリパックした商品です。初期のボトルタイプが冷蔵保存であったのに対し、リ
パックすることで、常温保存可能な商品となりました。
開発の経緯：那須塩原市の活性化に向けた取り組みを行う中で、拓陽キスミルが牛乳と相性
が良いことが分かってきました。これは今の牛乳離れの現状に活用できるのではと考え、給
食導入を念頭に「拓陽キスミル」の小分けパッケージ化について取組みました。千葉県の業
者の協力のもと、リパックに成功し、市内の全小中学校に提供することができました。地元
の高校生が開発した乳製品を提供することで、市の未来を担う子供達の意識を少しでも基幹
産業である酪農に向けていく良い機会になったと思います。

拓陽キスミル（小分け）

拓陽キスミルの製造 イベント販売 拓陽キスミル

拓陽キスミル（小分け） キスミルを使った食育活動 給食提供時に配布したチラシ
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各高校における商品開発（栃木農業高校）

ゆずマーマレード

食品科学科では、地域の観光資源である太平山麓の「ゆずの里」 を目的に、加工品を製
造して商品開発をしています。特に開発に力を入れているゆずマーマレードは、授業で製造
しているジャムのレシピをアレンジし、ユズの苦味を抑えて仕上げています。このマーマ
レードは第４回世界マーマレードアワード＆フェスティバル日本大会プロの部で銅賞を獲得
しました。また、多彩な商品展開をしようと考え、地元のサンドイッチ専門店の協力のもと、
マーマレードを生かした商品を開発して頂き、現在も販売されています。その他、老舗和菓
子店にも協力を依頼し、生徒が発案した「マーマレード入り大福」を粘度・糖度を調整しな
がら商品化しました。今後も自慢のマーマレードを軸に様々な商品開発に繋げていきたいと
考えています。

国体会場で配布するおもてなし製品の開発依頼を受け、栃木市の農産物を使用した焼き菓
子を考案しました。レシピは生徒自ら考案し、ユズ果汁を使用したアイシングクッキー、ユ
ズシフォンケーキ、ブドウジャムクッキー、黒大豆クッキーの詰め合わせを セット製造
しました。各菓子ともに工夫を凝らし、黒大豆を炒って粗挽きにし食感を出す、摘果したブ
ドウを酸味付けに使用するなど、それぞれの農産物が生きるよう細かな点にもこだわりまし
た。また、包装に貼るシールのデザインも手掛け、選手や会場の方々に向けたメッセージを
一つひとつ丁寧に手書きしておもてなしの心が伝わるよう工夫しました。県内外から来場し
た方々からも好評で、学校での学びを生かして栃木市のＰＲをすることができました。

とちぎ国体おもてなし製品「栃木のおいしい農産物詰め合わせ」

4455

各高校における商品開発（那須拓陽高校）

拓陽キスミル

商品名：拓陽キスミル 特徴：乳と砂糖しか用いない無添加の乳酸菌飲料
開発の経緯：本校が位置する那須塩原市は、戦後、酪農を基幹産業とし発展してきた町です。
しかしながら、近年、全国的に牛乳離れの傾向があり、乳の街、那須塩原市も例外ではあり
ません。その影響は大きく、市内の酪農戸数減少の原因の１つとなっています。本校は２０
１５年から那須塩原市と連携し、地域を盛り上げる活動に取り組んできました。そのような
中、地域の牧場の協力のもと、拓陽の生乳と拓陽生が選抜した乳酸菌を用いたオリジナル乳
酸菌飲料「拓陽キスミル」を完成させました。様々なイベントに参加し、この乳製品の普
及・販売活動を行うことで、乳の街、那須塩原市の 活動に貢献しました。

商品名：拓陽キスミル（小分け） 特徴：牛乳に混ぜて飲むのにちょうど良い１５ｇに拓
陽キスミルをリパックした商品です。初期のボトルタイプが冷蔵保存であったのに対し、リ
パックすることで、常温保存可能な商品となりました。
開発の経緯：那須塩原市の活性化に向けた取り組みを行う中で、拓陽キスミルが牛乳と相性
が良いことが分かってきました。これは今の牛乳離れの現状に活用できるのではと考え、給
食導入を念頭に「拓陽キスミル」の小分けパッケージ化について取組みました。千葉県の業
者の協力のもと、リパックに成功し、市内の全小中学校に提供することができました。地元
の高校生が開発した乳製品を提供することで、市の未来を担う子供達の意識を少しでも基幹
産業である酪農に向けていく良い機会になったと思います。

拓陽キスミル（小分け）

拓陽キスミルの製造 イベント販売 拓陽キスミル

拓陽キスミル（小分け） キスミルを使った食育活動 給食提供時に配布したチラシ
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各高校における商品開発（矢板高校）

本校で栽培しているりんごの規格外品を用いて、本校卒業生も就職して
いる那須興業株式会社（りんどう湖ファミリー牧場）との合同商品開発の
計画を行っています。

規格外品を利用した有効付加価値商品の開発を計画！

この取り組みでは、持続可能な開発目標とされている ｓに基づいて、
本校でも何ができるのか生徒たちが主体的に考え活動しています。
また、主生産品の果実以外に毎年でる剪定枝に関しても、何か取り組め

ないか模索中です。
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各高校における商品開発（矢板高校）

本校で栽培しているりんごの規格外品を用いて、本校卒業生も就職して
いる那須興業株式会社（りんどう湖ファミリー牧場）との合同商品開発の
計画を行っています。

規格外品を利用した有効付加価値商品の開発を計画！

この取り組みでは、持続可能な開発目標とされている ｓに基づいて、
本校でも何ができるのか生徒たちが主体的に考え活動しています。
また、主生産品の果実以外に毎年でる剪定枝に関しても、何か取り組め

ないか模索中です。
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矢板高校 観光施設における花苗植栽実習（６ ９）
農業経営科の２・ 年生（ 名）が、那須高原りんどう湖ファミリー牧場のメイン花壇

（時計台前）に植栽実習として、同校で栽培した約 株の花苗（サルビア・マリーゴー
ルド・ベゴニア等）の植え付けを行いました。この取組は、りんどう湖ファミリー牧場に勤
務する同校卒業生の提案から実現した取組です。当ファミリー牧場が今年で５７周年を迎え
たことにちなみ、生徒が「５７」の数字を盛り込んだ植栽レイアウトを考案しました。

矢板高校 田植え実習（６ ）
農業経営科１年生（ 名）が、同校の実習水田で田植え実習を行いました。農業用機械に

よる農作業の効率化・省力化の有効性を実体験してもらおうと、苗は手植えにより行われま
した。自分の手で苗を植える大変さを体験し、農業機械のありがたさを実感していました。
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宇都宮白楊高校 かんぴょう剥き実演（８ ）
食育を通して栃木県の特産品を後世に継承するため、地域の園児達を集めて「かんぴょう

剥き実演」を行いました。農業経営科の２年生（３名）が専用機械を使って実演を行い、園
児達は剥き終わった帯状のかんぴょうを乾燥させるため、物干しに掛ける作業を体験しまし
た。当日は、農業経営科の生徒から「かんぴょうクイズ」が出題されるなど、園児たちは楽
しい体験となったようです。

宇都宮白楊高校 国体ボランティア活動（８ ２５）
「いちご一会とちぎ国体」の開催に向けて、農業経営科３年生（６名）がＪＲ宇都宮駅西
口で花苗の植栽ボランティア活動を行いました。宇都宮市が準備したプランターに、国体推
奨花の一つである「日々草」を中心に植栽し、国体の準備が整いました。
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宇都宮白楊高校 かんぴょう剥き実演（８ ）
食育を通して栃木県の特産品を後世に継承するため、地域の園児達を集めて「かんぴょう

剥き実演」を行いました。農業経営科の２年生（３名）が専用機械を使って実演を行い、園
児達は剥き終わった帯状のかんぴょうを乾燥させるため、物干しに掛ける作業を体験しまし
た。当日は、農業経営科の生徒から「かんぴょうクイズ」が出題されるなど、園児たちは楽
しい体験となったようです。

宇都宮白楊高校 国体ボランティア活動（８ ２５）
「いちご一会とちぎ国体」の開催に向けて、農業経営科３年生（６名）がＪＲ宇都宮駅西
口で花苗の植栽ボランティア活動を行いました。宇都宮市が準備したプランターに、国体推
奨花の一つである「日々草」を中心に植栽し、国体の準備が整いました。

5511

宇都宮白楊高校 販売実習（オリスクマーケット）（５ ）
宇都宮市のオリオン通りにあるオリオンスクエア（宇都宮市オリオン市民広場）において、

農業経営科・食品科学科・流通経済科の３年生（ 名）が、地域資源の活用と地域の活性化
を目的に、販売実習（オリスクマーケット）を行いました。販売した商品は、生徒達が考案
した「宮レモンパン」と、生徒達が栽培したトマト（ＪＧＡＰ認証取得）で、「宮レモンパ
ン」は、宇都宮市内の空きハウスを活用して生産された「宮れもん」を食材に使っています。
当日は好評により約１時間で完売となりました。

鹿沼南高校 ＳＬ田んぼ稲刈り（ ３）
東武鉄道を走るＳＬ「大樹」の車窓から見える景観づくりを目的に、食料生産科で作物を

専攻する３年生（８名）が、日光市倉ケ崎地域にあるＳＬ田んぼ（倉ケ崎ＳＬ花畑敷地内）
において稲刈りを行いました。当日はＳＬ「大樹」が通過し、生徒達全員で手を振ってお見
送りをしました。
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馬頭高校 普通科選択科目「農業と環境」授業①（６ ）
「農業と環境」を選択している２年生（８名）が、「露地野菜で町おこし」「地産地消を実
践してみよう」をテーマに、生徒自らが栽培した超大球キャベツの収穫と、給食センターへ
の贈呈式を行いました。収穫した超大球キャベツは「キャベツの和風スパゲティー」「豚肉
とキャベツのスタミナ炒め」として、町内の小・中学校の給食で提供されました。

馬頭高校 普通科選択科目「農業と環境」授業➁（６ ）
「農業と環境」を選択している２・３年生が、異世代間地域交流や地産地消の実践として、
地域の園児達を招いてジャガイモの収穫体験交流を行いました。当日は、子供との触れあい
を経験してもらうため、選択科目「子供の発達と保育」を選択している生徒も参加しました。
収穫したジャガイモを手に園児たちは大喜び。生徒達も園児達も貴重な体験となりました。
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馬頭高校 普通科選択科目「農業と環境」授業①（６ ）
「農業と環境」を選択している２年生（８名）が、「露地野菜で町おこし」「地産地消を実
践してみよう」をテーマに、生徒自らが栽培した超大球キャベツの収穫と、給食センターへ
の贈呈式を行いました。収穫した超大球キャベツは「キャベツの和風スパゲティー」「豚肉
とキャベツのスタミナ炒め」として、町内の小・中学校の給食で提供されました。

馬頭高校 普通科選択科目「農業と環境」授業➁（６ ）
「農業と環境」を選択している２・３年生が、異世代間地域交流や地産地消の実践として、
地域の園児達を招いてジャガイモの収穫体験交流を行いました。当日は、子供との触れあい
を経験してもらうため、選択科目「子供の発達と保育」を選択している生徒も参加しました。
収穫したジャガイモを手に園児たちは大喜び。生徒達も園児達も貴重な体験となりました。
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※出典
〇【農林水産省の役割】及び【関東農政局のお仕事】については、農林水産省ホームページ
（農林水産省の政策）・関東農政局入省ガイド２０２２を加工して作成
・農林水産省ホームページ（農林水産省の政策）

・関東農政局入省ガイド２０２２
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※出典
〇【農林水産省の役割】及び【関東農政局のお仕事】については、農林水産省ホームページ
（農林水産省の政策）・関東農政局入省ガイド２０２２を加工して作成
・農林水産省ホームページ（農林水産省の政策）

・関東農政局入省ガイド２０２２
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農林水産省は、食料の安定供給と、活力ある地域社会の維持、国土・自然環境の
保全などを通じて我が国の経済社会と国民生活の安定を図るうえで極めて重要な役
割を果たしています。
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基本政策
農林水産省では、食の安全確保と安定供給、農業経営の安定、農業構造の強化、
農山漁村地域の活性化など、幅広い取組を行っています。
その基本的な政策ビジョンの策定、法令審査、予算編成、国会との連絡調整、広
報活動、地方との連携など、農林水産省全体の政策に関する総合調整を行うのが
大臣官房です。
また、災害の予防・対策・復旧のほか、食料自給率の向上や食料の安定的な輸入
による食料安全保障、地球温暖化対策をはじめとする環境政策についても、省内
の調整役として舵取りを行っています。
また、統計部では、統計理論を基に高精度な統計調査を実施、構造的な変化を正
しく把握し、農林水産業の現状や課題を明らかにすることを任務としています。

政策

環境政策・デジタル戦略
国内外では や環境を重視する動きが加速する中、我が国の食料・農林水
産業は気候変動への対応、生産者の減少などの政策課題を抱えています。この
ため、「みどりの食料システム戦略」を策定し、省一丸となり食料・農林水産
業の生産力向上と持続性の両立の実現に取り組んでいます。農林水産業の
ゼロエミッション化に向けた検討、家畜排泄物などのバイオマスの活用推進、
生物多様性や地球温暖化などの地球規模の課題に対する国際交渉まで、任務は
様々です。
また、デジタル戦略グループでは、農林漁業、食品産業の現場や農林水産省の
業務運営のデジタルトランスフォーメーション（ ）を戦略的かつ迅速に進
めることがミッションです。

年 月に公表した「農業 構想」に即し、農林水産省共通申請サービス
（ ）による行政手続きのオンライン化や、農地情報を統合し業務を効
率化する農林水産省地理情報共通管理システム（ 地図）の開発などの
取組を精力的に進めています。
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輸出・国際交渉
農林水産物・食品の輸出額を 年までに 兆円とする目標の達成に向けて、
海外での販売力強化、輸出産地の育成・展開、放射性物質や動植物検疫規制の
緩和・撤廃交渉などの取組を行っています。
あわせて、地理的表示（ ）の相互保護や植物新品種の海外流出防止など、日
本の強みを守り活かすための知的財産の保護・活用に取り組んでいます。
また、日本産農林水産物・食品のマーケットの拡大のためにも、 、
等の貿易交渉や、国際会議等におけるグローバルな議論に参画し、我が国の食
料の安定供給の確保はもとより、 との関係でも重要な世界の食糧問題の
解決に取り組んでいます。

新事業・食品産業
食品産業は、食品の加工・製造・流通を担い、消費者のニーズに応じて食品を
供給する役割を果たしています。また、食品産業は、国産農林水産物の主要な
需要先であり、多くの地域で農林水産業とともに地域経済を支える産業となっ
ています。時代の変化に対応し、消費者の豊かな食生活を支え、世界が持続可
能に発展していくため、農林水産省では食品産業の育成・振興、食品産業の

対応の促進、フードテックなど新事業創出の取組を行っています。

消費・安全
消費・安全局は、「食」の安全と安定供給を確保し、消費者が「食」に対する
信頼感を持てるような政策の企画・実行を担当しています。食品の安全性を向
上させるために、生産現場から食卓までのあらゆる場面で科学的な根拠に基づ
いた措置を講じています。また、家畜や農作物などの病気、害虫の発生やまん
延を防ぐとともに、農畜産物の輸出を拡大するため、諸外国との検疫協議を戦
略的に推進しています。さらに、消費者の視点に立った食品表示の適正化や、
食と農林漁業への理解を深める食育にも力を入れています。

生産振興（農産）
農産物の生産・販売を持続的に拡大し、農業者の所得向上を図るため、農産
物の生産振興施策を推進しています。具体的には、新品種・新技術の導入に
よる農産物の高品質化や安定供給を図るとともに、農家の経営を安定させる
対策を行っているほか、農業生産に必要不可欠な農業資材の良質かつ低廉な
供給などによる生産コストの低減を通じて、農業者の所得向上を図ることで、
我が国の食卓に欠かせない、米・麦（土地利用型作物）や、さとうきび・て
ん菜（甘味資源作物）、茶（地域特産作物）、そして野菜・果樹（園芸作
物）などの生産振興に取り組んでいます。また、有機農業を含む環境保全型
農業の推進や、農業生産工程管理（ ）の普及によって環境保全と消費者
の信頼を確保することにも力を入れています。

生産振興（畜産）
畜産物を安全かつ安定的に供給するとともに、畜産農家や関連事業者の経営安
定等を図るため、中長期的な展望に立って生産から流通・消費に至る一連の畜
産振興施策を推進しています。最近は和牛や乳製品の国内外からの高まる需要
に応えるため、牛肉や乳製品の国内生産量を増やし、畜産農家の所得向上につ
ながる取組を企画・立案するほか、畜産農家の労働環境の改善、環境対策等、
畜産業が将来に渡って持続的に発展し続けるよう取り組んでいます。飼料・家
畜・堆肥という地域資源の循環を実現する畜産業の振興のために、現場主義を
心がけ、毎日の業務に取り組んでいます。
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輸出・国際交渉
農林水産物・食品の輸出額を 年までに 兆円とする目標の達成に向けて、
海外での販売力強化、輸出産地の育成・展開、放射性物質や動植物検疫規制の
緩和・撤廃交渉などの取組を行っています。
あわせて、地理的表示（ ）の相互保護や植物新品種の海外流出防止など、日
本の強みを守り活かすための知的財産の保護・活用に取り組んでいます。
また、日本産農林水産物・食品のマーケットの拡大のためにも、 、
等の貿易交渉や、国際会議等におけるグローバルな議論に参画し、我が国の食
料の安定供給の確保はもとより、 との関係でも重要な世界の食糧問題の
解決に取り組んでいます。

新事業・食品産業
食品産業は、食品の加工・製造・流通を担い、消費者のニーズに応じて食品を
供給する役割を果たしています。また、食品産業は、国産農林水産物の主要な
需要先であり、多くの地域で農林水産業とともに地域経済を支える産業となっ
ています。時代の変化に対応し、消費者の豊かな食生活を支え、世界が持続可
能に発展していくため、農林水産省では食品産業の育成・振興、食品産業の

対応の促進、フードテックなど新事業創出の取組を行っています。

消費・安全
消費・安全局は、「食」の安全と安定供給を確保し、消費者が「食」に対する
信頼感を持てるような政策の企画・実行を担当しています。食品の安全性を向
上させるために、生産現場から食卓までのあらゆる場面で科学的な根拠に基づ
いた措置を講じています。また、家畜や農作物などの病気、害虫の発生やまん
延を防ぐとともに、農畜産物の輸出を拡大するため、諸外国との検疫協議を戦
略的に推進しています。さらに、消費者の視点に立った食品表示の適正化や、
食と農林漁業への理解を深める食育にも力を入れています。

生産振興（農産）
農産物の生産・販売を持続的に拡大し、農業者の所得向上を図るため、農産
物の生産振興施策を推進しています。具体的には、新品種・新技術の導入に
よる農産物の高品質化や安定供給を図るとともに、農家の経営を安定させる
対策を行っているほか、農業生産に必要不可欠な農業資材の良質かつ低廉な
供給などによる生産コストの低減を通じて、農業者の所得向上を図ることで、
我が国の食卓に欠かせない、米・麦（土地利用型作物）や、さとうきび・て
ん菜（甘味資源作物）、茶（地域特産作物）、そして野菜・果樹（園芸作
物）などの生産振興に取り組んでいます。また、有機農業を含む環境保全型
農業の推進や、農業生産工程管理（ ）の普及によって環境保全と消費者
の信頼を確保することにも力を入れています。

生産振興（畜産）
畜産物を安全かつ安定的に供給するとともに、畜産農家や関連事業者の経営安
定等を図るため、中長期的な展望に立って生産から流通・消費に至る一連の畜
産振興施策を推進しています。最近は和牛や乳製品の国内外からの高まる需要
に応えるため、牛肉や乳製品の国内生産量を増やし、畜産農家の所得向上につ
ながる取組を企画・立案するほか、畜産農家の労働環境の改善、環境対策等、
畜産業が将来に渡って持続的に発展し続けるよう取り組んでいます。飼料・家
畜・堆肥という地域資源の循環を実現する畜産業の振興のために、現場主義を
心がけ、毎日の業務に取り組んでいます。
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経営者育成
我が国の農業が今後持続的に発展していくよう、農業経営の改善と発展に向け
た各種施策を進めています。農地中間管理機構を活用し担い手への農地集積・
集約化を進めるとともに、意欲と能力のある担い手を対象とした融資、税制な
どの重点的な支援、新規就農対策などに取り組んでいます。また、天候などに
左右されやすい農業経営を安定化させるためのセーフティネットの確保、農協
の指導や監督も行っています。

農村振興
土地（農地）や水（農業用水）は、我が国の農業生産を支える重要なインフラ
です。農業の競争力を高め、農村地域を災害から守るため、それらの保全や管
理・整備を進めています。また、農山漁村には、美しい景観、伝統的な食、古
民家やジビエなど多くの資源が眠っています。これらの地域の宝を磨き上げ、
農山漁村の振興に繋げるための地域の特色ある取組も推進しています。こうし
た取組を通じて、美しく活力ある農山漁村を創りあげていきます。

技術開発
日本の農業を魅力ある成長産業とするカギは「スマート農業」にあります。
・ドローン等の先端技術を現場に実装することで、生産者の負担軽減と所得

向上を目指します。また、環境問題が深刻化している中で、 への対応も
重要です。食料・農林水産業の生産力向上と持続性の両立をイノベーションで
実現していくために、 年に策定した「みどりの食料システム戦略」に基
づき、温室効果ガスの削減など環境負担軽減に取り組んでいきます。新たな技
術開発を進め、農林漁業者、企業、大学、他省庁と連携し、あらゆる可能性を
追求していきます。

林野庁
先人の努力により造成された日本の森林資源は、今まさに本格的な利用期を
迎えています。この豊富な森林資源を活用して森林・林業・木材産業による
「グリーン成長」を実現し、豊かな森林を次代に継承していくこと。それが、
林野庁の使命です。そのために、 （直交集成板）と呼ばれる新たな木質部
材の利用を広め、これまで木材利用の少なかった中高層建築物などの幅広い
分野で木材利用を促進すること。木質バイオマスのエネルギー利用や、改質
リグニンといった先端技術の開発・実用化などによってニーズを拡大するこ
と。そして、こうして拡大した需要に応えるため、高性能機械・ の導入に
よる林業の効率化や、木材加工・流通施設整備など低コストかつ安定的な木
材供給体制の実現に向けた施策を実行しています。

水産庁
我が国では近年、水産資源の減少や海洋環境の変化などにより漁獲量の減少
が続いている一方、水産物の優れた栄養特性に対する評価の高まりもあるこ
とから、水産物の需要は世界的に拡大しており、我が国の水産業は大きな成
長のチャンスを迎えています。こうした状況の中、水産庁では、水産資源の
適切な管理と水産業の成長産業化の両立を目指し、 年ぶりの漁業法改正を
はじめとした水産政策の改革を進めています。具体的には、科学的な根拠に
基づく資源管理体制を構築するとともに、スマート水産業の実現、マーケッ
トインの発想に基づく水産物の輸出促進や消費拡大、ウナギ等の人工種苗生
産技術に代表される新技術の開発・普及、漁港の防災・減災対策を推進する
ための各種施策の推進や二国間、多国間の国際交渉にリーダーシップをとっ
て対応しています。 5588
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企画調整室
農政局が所掌する各種政策に関する企画・総合調整、広報・報道活動、農畜産物等の災害対策のとりま

とめ、農畜産物・飲食料品等の物価対策、農政全般に関する情報発信・収集及び相談対応等の事務。

総務部
公文書管理、職員の人事・給与・福利厚生、一般会計・特別会計の経理、国有財産の管理等の事務。

統計部
農林水産行政に必要な農林水産業及び農林漁家に関する統計調査の実施やとりまとめ、その結果につい

ての報告書の作成の事務。

関東農政局は、農林水産省の地方行政組織（全国で７か所）の１組織として、茨
城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨、長野及び静岡の１都９県を管
轄し、地域の特性を活かしたきめの細かい農業行政を総合的に推進しています。

生産部
農畜産物の生産振興等に関する各種指導・助成、米の需給調整、主要食糧の売買・管理、地方競馬監督、

各種生産技術対策や環境保全型農業の推進等の事務。

経営・事業支援部
経営所得安定対策を初めとする農業経営の改善・安定、農林漁業の６次産業化や農商工連携の推進、食

品産業の育成・振興、農地政策の推進、新規就農の促進や女性の活動促進等の事務。

農村振興部
農業農村整備事業、農業水利の調整、多面的機能支払交付金、中山間直接支払交付金、農業振興地域制

度、農地転用許可、都市農村交流の推進、農山村地域の活性化、土地改良区の指導・監督、鳥獣被害対策
等の事務。

5599

消費・安全部
消費者行政、食品表示法に基づく食品表示の監視、食育の推進、米穀の流通監視、農薬・肥料・飼料等

の使用の適正化、牛トレーサビリティ等の事務。
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消費・安全部
消費者行政、食品表示法に基づく食品表示の監視、食育の推進、米穀の流通監視、農薬・肥料・飼料等

の使用の適正化、牛トレーサビリティ等の事務。

各都県拠点
「農林水産業・地域の活力創造プラン」や新たな「食料・農業・農村基本計画」に基づく農政

改革を着実に推進するため、農政についての説明や相談に対応する農政全般に関する総合窓口と
して、自治体等と協力して農政課題の解決に取り組むための事務。

管内国営事業（務）所
食料需給に対応できる供給力を確保するため、食料生産の中核を形成する優良農業地域を対象

に、受益者の申請に基づいて国営事業を実施。
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関東農政局栃木県拠点では、栃木県及び栃木県高等学校教育研究会農業部会等の御協力をいた
だき、栃木県内に所在する農林水産関係学校と連携した担い手育成対策の取組を推進しておりま
す。「百花繚乱」は、農業関係高校の魅力やＺ世代の強みを活かした多様な取り組みを詰め込ん
だ冊子です。 年の創刊から今年で６度目の発行となりました。過去の「百花繚乱」について
は、関東農政局栃木県拠点ホームページに掲載していますのでご案内します。

最後に

★関東農政局栃木県拠点ホームページ
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